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は
じ
め
に
　
「
善
知
識
」
と
い
う
語
は
、「
師
・
善
友
」
な
ど
様
々
な
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。
道
綽
が
生
存
し
た
中
国
の
隋
唐
時
代
で
は
、
「
善
知
識
」
を
教
化
者
と
し
て
捉
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
　
中
国
の
善
知
識
理
解
に
つ
い
て
、
小
笠
原
宣
秀
の
見
解
に
依
る
と
、「
善
知
識
」
と
い
う
語
は
六
朝
期
の
始
め
か
ら
漢
訳
経
典
に
出
現
し
て
い
る
が
、
道
綽
が
生
存
し
た
隋
唐
時
代
に
至
る
と
、
「
中
国
の
特
定
の
人
師
が
「
善
知
識
」
と
し
て
仰
が
れ
る
段
階
が
出
て
来
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、「
末
法
相
応
の
教
法
流
布
に
よ
る
歴
史
的
展
開
」
が
指
摘
さ
れ
、
具
体
的
に
は
、
北
周
武
帝
に
よ
る
廃
仏
事
件
以
降
と
い
う
見
解
を
立
て
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、「
隋
文
帝
に
は
じ
ま
る
保
護
政
策
に
依
っ
て
は
、
今
こ
そ
仏
教
は
中
国
人
の
宗
教
と
し
て
現
実
社
会
の
人
々
の
心
内
を
耕
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
如
何
な
る
教
法
が
当
今
の
衆
生
の
為
の
も
の
で
あ
る
か
を
研
鑽
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
此
の
時
に
あ
た
っ
て
善
知
識
論
議
は
盛
ん
に
な
さ
れ
た
」
と
、
北
周
武
帝
に
よ
っ
て
執
行
さ
れ
た
廃
仏
事
件
を
契
機
に
、
時
機
相
応
の
教
法
を
求
め
た
仏
教
者
が
善
知
識
に
つ
い
て
議
論
し
た
と
推
察
し
て
い
る
。
ま
た
氏
は
、
道
綽
の
教
化
を
受
け
た
老
若
男
女
の
法
名
が
、
道
綽
の
「
道
」
の
一
字
を
伝
領
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
道
綽
が
「
善
知
識
的
敬
仰
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
推
察
し
う
る
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
氏
の
見
解
を
受
け
る
と
、
道
綽
は
「
特
定
の
人
師
」
と
し
て
仰
が
れ
た
歴
史
的
側
面
が
あ
っ
た
と
理
解
で
き
る
。
　
一
方
、『
安
楽
集
』
の
中
で
は
善
知
識
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
の
か
。
善
知
識
論
が
展
開
さ
れ
る
第
十
一
大
門
第
一
で
は
、
「
特
定
の
人
師
」
と
い
う
意
味
で
な
く
、「
西
に
帰
す
」
こ
と
が
（
）
1
（
）
2
道
綽
の
善
知
識
観
│
│
勧
帰
西
方
と
し
て
の
存
在
│
│
三
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大
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善
知
識
の
基
軸
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、『
安
楽
集
』
の
中
で
は
、
善
知
識
は
西
方
に
帰
依
し
た
存
在
に
集
約
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
第
十
一
大
門
第
一
で
引
用
さ
れ
る
『
法
句
経
』
の
意
義
に
つ
い
て
、
従
来
の
研
究
を
鑑
み
る
と
十
分
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
で
は
、『
法
句
経
』
が
引
用
さ
れ
た
意
義
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
　
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
、
本
稿
で
は
第
十
一
大
門
第
一
所
引
の
『
法
句
経
』
で
説
示
さ
れ
る
五
つ
の
譬
喩
を
、『
安
楽
集
』
内
の
用
例
を
通
し
て
考
察
す
る
こ
と
で
『
法
句
経
』
が
引
用
さ
れ
た
意
義
を
検
討
し
、
道
綽
の
善
知
識
観
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
一
、『
法
句
経
』
の
譬
喩
　
『
安
楽
集
』
で
は
、「
善
知
識
」
及
び
「
善
友
」、「
知
識
の
比
丘
」
と
い
っ
た
語
が
七
箇
所
で
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
用
例
の
う
ち
、
特
に
『
安
楽
集
』
第
十
一
大
門
第
一
で
は
、「
善
知
識
」
を
『
法
句
経
』
に
よ
っ
て
示
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
道
綽
の
善
知
識
観
を
考
察
す
る
う
え
で
、
特
に
注
目
す
べ
き
箇
所
に
な
る
。
そ
こ
で
は
次
の
よ
う
に
主
題
が
示
さ
れ
る
。
第
一
に
、
一
切
衆
生
を
勧
め
て
、
善
知
識
に
託
し
て
、
西
に
向
う
意
を
作
さ
し
む
。 
（『
真
聖
全
』
一
・
四
三
六
頁
）
　
「
託
し
て
」
と
い
う
語
は
、「
憑
託
」
や
「
委
託
」
と
同
義
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、「
一
切
衆
生
に
西
へ
向
か
う
こ
こ
ろ
を
起
さ
せ
る
こ
と
を
勧
め
る
た
め
に
善
知
識
を
た
よ
る
」
こ
と
が
第
十
一
大
門
第
一
の
主
題
内
容
と
な
る
。
そ
し
て
、『
法
句
経
』
が
次
の
よ
う
に
引
用
さ
れ
る
。
第
一
に
、
勧
め
て
善
知
識
に
託
せ
し
む
と
は
、『
法
句
経
』
に
依
る
に
、
衆
生
の
与
に
善
知
識
と
作
る
。「
宝
明
菩
薩
有
り
。
仏
に
白
し
て
言
く
。
世
尊
、
云
何
が
名
け
て
善
知
識
と
為
す
。
仏
言
わ
く
。
❶
善
知
識
は
能
く
深
法
を
説
く
、
謂
く
空
と
無
相
と
無
願
と
な
り
。
諸
法
平
等
に
し
て
業
無
く
報
無
く
因
無
く
果
無
し
。
究
竟
如
如
に
し
て
実
際
に
住
す
。
然
る
に
畢
竟
空
の
中
に
於
て
熾
然
と
し
て
一
切
の
諸
法
を
建
立
す
。
是
を
善
知
識
と
為
す
。
❷
善
知
識
は
是
汝
が
父
母
な
り
、
汝
等
が
菩
提
の
身
を
養
育
す
る
が
故
に
。
❸
善
知
識
は
是
汝
が
眼
目
な
り
、
能
く
一
切
善
悪
の
道
を
見
る
が
故
に
。
❹
善
知
識
は
是
汝
が
大
船
な
り
、
汝
等
を
運
度
し
て
生
死
海
を
出
す
が
故
に
。
❺
善
知
識
は
是
汝
が
絙
縄
な
り
、
能
く
汝
等
を
挽
き
抜
き
て
生
死
を
出
す
が
故
な
り
」
と
。
 
（『
真
聖
全
』
一
・
四
三
六
頁
）
　
『
安
楽
集
』
所
引
の
『
法
句
経
』
は
、
先
学
が
既
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、
呉
の
支
謙
ら
訳
の
『
法
句
経
』
に
は
見
当
た
ら
な
い
文
（
）
3
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友
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道
綽
が
生
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中
国
の
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で
は
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「
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知
識
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を
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者
と
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え
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あ
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。
　
中
国
の
善
知
識
理
解
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つ
い
て
、
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笠
原
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見
解
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と
、「
善
知
識
」
と
い
う
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は
六
朝
期
の
始
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漢
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典
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し
て
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る
が
、
道
綽
が
生
存
し
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隋
唐
時
代
に
至
る
と
、
「
中
国
の
特
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の
人
師
が
「
善
知
識
」
と
し
て
仰
が
れ
る
段
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が
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て
来
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」
と
述
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て
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る
。
そ
の
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は
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末
法
相
応
の
教
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よ
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歴
史
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が
指
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具
体
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に
は
、
北
周
武
帝
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よ
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廃
仏
事
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以
降
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い
う
見
解
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。
そ
の
よ
う
な
状
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下
で
、「
隋
文
帝
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保
護
政
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は
、
今
こ
そ
仏
教
は
中
国
人
の
宗
教
と
し
て
現
実
社
会
の
人
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の
心
内
を
耕
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
如
何
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る
教
法
が
当
今
の
衆
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の
為
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も
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あ
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か
を
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よ
う
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た
。
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盛
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た
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と
、
北
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帝
に
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さ
れ
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仏
事
件
を
契
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に
、
時
機
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応
の
教
法
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教
者
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善
知
識
に
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い
て
議
論
し
た
と
推
察
し
て
い
る
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ま
た
氏
は
、
道
綽
の
教
化
を
受
け
た
老
若
男
女
の
法
名
が
、
道
綽
の
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道
」
の
一
字
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い
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こ
と
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ら
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道
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善
知
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敬
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る
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べ
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い
る
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氏
の
見
解
を
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け
る
と
、
道
綽
は
「
特
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人
師
」
と
し
て
仰
が
れ
た
歴
史
的
側
面
が
あ
っ
た
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理
解
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き
る
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方
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集
』
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ど
の
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に
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。
善
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識
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さ
れ
る
第
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い
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善
知
識
の
基
軸
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、『
安
楽
集
』
の
中
で
は
、
善
知
識
は
西
方
に
帰
依
し
た
存
在
に
集
約
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
第
十
一
大
門
第
一
で
引
用
さ
れ
る
『
法
句
経
』
の
意
義
に
つ
い
て
、
従
来
の
研
究
を
鑑
み
る
と
十
分
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
で
は
、『
法
句
経
』
が
引
用
さ
れ
た
意
義
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
　
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
、
本
稿
で
は
第
十
一
大
門
第
一
所
引
の
『
法
句
経
』
で
説
示
さ
れ
る
五
つ
の
譬
喩
を
、『
安
楽
集
』
内
の
用
例
を
通
し
て
考
察
す
る
こ
と
で
『
法
句
経
』
が
引
用
さ
れ
た
意
義
を
検
討
し
、
道
綽
の
善
知
識
観
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
一
、『
法
句
経
』
の
譬
喩
　
『
安
楽
集
』
で
は
、「
善
知
識
」
及
び
「
善
友
」、「
知
識
の
比
丘
」
と
い
っ
た
語
が
七
箇
所
で
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
用
例
の
う
ち
、
特
に
『
安
楽
集
』
第
十
一
大
門
第
一
で
は
、「
善
知
識
」
を
『
法
句
経
』
に
よ
っ
て
示
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
道
綽
の
善
知
識
観
を
考
察
す
る
う
え
で
、
特
に
注
目
す
べ
き
箇
所
に
な
る
。
そ
こ
で
は
次
の
よ
う
に
主
題
が
示
さ
れ
る
。
第
一
に
、
一
切
衆
生
を
勧
め
て
、
善
知
識
に
託
し
て
、
西
に
向
う
意
を
作
さ
し
む
。 
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。
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と
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第
十
一
大
門
第
一
の
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内
容
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な
る
。
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、『
法
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』
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れ
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と
は
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、
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仏
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仏
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。
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。
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熾
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。
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。
❷
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身
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る
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に
。
❸
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是
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り
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一
切
善
悪
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が
故
に
。
❹
善
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汝
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縄
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（『
真
聖
全
』
一
・
四
三
六
頁
）
　
『
安
楽
集
』
所
引
の
『
法
句
経
』
は
、
先
学
が
既
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、
呉
の
支
謙
ら
訳
の
『
法
句
経
』
に
は
見
当
た
ら
な
い
文
（
）
3
44
で
あ
り
、
敦
煌
で
発
見
さ
れ
た
『
法
句
経
』（
以
下
、
敦
煌
『
法
句
経
』
と
称
す
。）
に
類
似
す
る
文
が
見
ら
れ
、
敦
煌
『
法
句
経
』
の
「
親
近
真
善
知
識
品
第
五
」
と
「
二
十
一
種
譬
喩
善
知
識
品
第
六
」
が
引
用
箇
所
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、『
安
楽
集
』
所
引
の
『
法
句
経
』
と
比
較
す
る
と
、
類
似
点
・
相
異
点
が
確
認
で
き
る
。
こ
こ
に
は
、
道
綽
が
所
覧
し
た
『
法
句
経
』
が
判
然
と
し
な
い
と
い
う
問
題
を
残
し
て
い
る
が
、
所
覧
本
の
問
題
を
了
承
し
つ
つ
も
、
類
似
点
・
相
違
点
も
検
討
に
入
れ
、『
法
句
経
』
引
用
で
示
さ
れ
る
善
知
識
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
　
『
法
句
経
』
を
引
用
す
る
に
当
っ
て
、
道
綽
は
傍
線
部
に
当
た
る
「
衆
生
の
与
に
善
知
識
と
作
る
」
と
い
う
引
用
元
で
は
確
認
で
き
な
い
一
文
を
付
言
す
る
が
、「
誰
が
」
と
い
う
主
語
が
明
確
で
な
い
。
こ
れ
は
、
第
十
一
大
門
第
一
冒
頭
の
主
題
と
対
応
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
こ
で
「
一
切
衆
生
を
勧
め
て
」
と
述
べ
て
い
た
か
ら
、「
一
切
衆
生
が
」
衆
生
の
た
め
に
善
知
識
と
な
る
、
と
補
う
こ
と
が
出
来
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
道
綽
が
、
あ
る
特
定
の
善
知
識
だ
け
で
な
く
、
一
切
衆
生
に
対
し
て
も
呼
び
掛
け
て
い
る
と
い
え
る
。
　
前
引
用
文
の
『
法
句
経
』
に
説
示
さ
れ
る
五
つ
の
譬
喩
に
対
し
、
『
安
楽
集
』
所
引
の
『
法
句
経
』
に
は
❶
〜
❺
の
、『
大
正
蔵
』
第
八
五
巻
（
一
四
三
三
ｃ
）
収
蔵
の
敦
煌
『
法
句
経
』
に
は
㋑
〜
㋭
の
連
番
を
付
し
て
、
第
一
❶
と
㋑
、
第
二
❷
と
㋺
…
と
い
う
順
番
で
以
下
検
討
す
る
。
第
一
「
能
く
深
法
を
説
く
」
❶
善
知
識
は
能
く
深
法
を
説
く
、
謂
く
空
と
無
相
と
無
願
と
な
り
。
諸
法
平
等
に
し
て
業
無
く
報
無
く
因
無
く
果
無
し
。
究
竟
如
如
に
し
て
実
際
に
住
す
。
然
る
に
畢
竟
空
の
中
に
於
て
熾
然
と
し
て
一
切
の
諸
法
を
建
立
す
。
是
を
善
知
識
と
為
す
。
㋑
善
知
識
は
、
善
く
深
法
の
空
・〔
無
〕
相
・
無
作
・
無
生
・
無
滅
を
解
す
。
諸
法
を
了
達
し
て
、
本
従
り
已
来
究
竟
平
等
に
し
て
、
業
無
く
報
無
く
因
無
く
果
無
し
。
性
相
如
如
に
し
て
、
實
〔
際
〕
に
住
す
。
畢
竟
空
の
中
に
於
い
て
熾
然
と
し
て
建
立
す
。
是
を
善
知
識
と
名
づ
く
。
　
善
知
識
は
、
深
法
を
説
く
こ
と
が
で
き
る
存
在
で
あ
り
、
深
法
と
は
、
三
解
脱
門
（
空
・
無
相
・
無
願
）
の
こ
と
で
あ
る
と
示
さ
れ
る
。
三
解
脱
門
と
は
、
諸
法
は
平
等
で
あ
る
か
ら
業
報
因
果
が
無
い
こ
と
を
悟
る
（
空
）。
そ
し
て
、
空
を
悟
る
こ
と
で
真
如
の
道
理
に
適
い
真
実
に
徹
底
し
て
い
る
涅
槃
の
住
民
で
あ
る
こ
と
を
悟
る
（
無
相
）。
そ
し
て
、
無
相
を
悟
る
こ
と
で
、
真
如
皆
空
の
中
に
お
い
て
、
燃
え
る
灯
火
の
よ
う
に
し
て
一
切
の
真
如
に
適
っ
た
（
）
4
（
）
5
45
法
を
建
立
す
る
（
無
願
）
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
説
く
者
、
こ
れ
を
善
知
識
と
す
る
、
と
述
べ
ら
れ
る
。
㋑
で
は
、
善
知
識
が
「
空
・
無
相
・
無
作
・
無
生
・
無
滅
」
を
理
解
し
た
存
在
で
あ
る
と
示
さ
れ
、『
安
楽
集
』
で
確
認
で
き
る
「
説
く
」
と
い
う
表
現
が
取
ら
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
㋑
で
は
、
法
を
よ
く
「
理
解
し
た
存
在
」
と
了
解
で
き
る
。
❶
で
は
、「
説
く
」
と
い
う
表
現
が
取
ら
れ
、
三
解
脱
門
を
「
説
く
存
在
」
が
善
知
識
と
し
て
表
現
さ
れ
る
。「
説
く
存
在
」
に
つ
い
て
『
安
楽
集
』
第
一
大
門
第
二
に
記
さ
れ
る
「
聴
者
」「
説
者
」
の
関
係
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。
そ
れ
が
次
の
文
で
あ
る
。
第
二
に
、
諸
部
の
大
乗
に
拠
り
て
説
聴
の
方
軌
を
明
さ
ば
、
中
に
於
て
六
有
り
。
第
一
に
『
大
集
経
』
に
云
く
。「
説
法
の
者
に
於
て
は
医
王
の
想
を
作
せ
、
抜
苦
の
想
を
作
せ
。
所
説
の
法
を
ば
甘
露
の
想
を
作
せ
、
醍
醐
の
想
を
作
せ
。
其
れ
聴
法
の
者
を
ば
増
長
勝
解
の
想
を
作
せ
、
癒
病
の
想
を
作
せ
。
若
し
能
く
是
の
如
き
説
者
・
聴
者
は
、
皆
仏
法
を
紹
隆
す
る
に
堪
え
た
り
。
常
に
仏
前
に
生
ぜ
ん
」
と
。
 
（『
真
聖
全
』
一
・
三
七
九
頁
）
　
第
一
大
門
第
二
は
、
様
々
な
大
乗
経
典
を
典
拠
と
し
て
、
説
く
者
と
聴
く
者
の
心
構
え
を
論
じ
る
箇
所
で
あ
り
、「
六
有
り
」
と
示
さ
れ
る
よ
う
に
、『
大
集
経
』・『
大
智
度
論
』・『
無
量
寿
経
』・
『
無
量
清
浄
覚
経
』
を
引
用
し
て
論
じ
ら
れ
る
。
い
ま
、『
大
集
経
』
の
文
だ
け
取
り
挙
げ
る
が
、「
説
く
者
」
は
医
者
の
よ
う
な
想
い
、
ま
た
は
苦
し
み
を
抜
く
よ
う
な
想
い
で
法
を
説
き
、「
甘
露
」「
醍
醐
」
と
い
っ
た
大
乗
の
中
で
も
肝
要
な
部
分
を
説
く
想
い
で
い
る
よ
う
に
し
な
さ
い
と
い
う
心
構
え
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
説
く
者
」
は
聴
く
者
に
対
し
て
、
医
者
の
よ
う
に
患
者
に
応
じ
る
知
識
が
必
要
で
あ
り
、
苦
し
み
を
抜
く
た
め
の
処
置
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
第
十
一
大
門
第
一
で
善
知
識
が
「
説
く
存
在
」
と
し
て
示
さ
れ
る
の
と
同
様
の
存
在
で
あ
ろ
う
。
　
し
た
が
っ
て
、
道
綽
は
、
ま
ず
法
を
「
説
く
」
存
在
を
善
知
識
と
見
定
め
、
そ
の
心
構
え
と
し
て
医
者
の
よ
う
な
心
で
接
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
第
二
「
父
母
」
❷
善
知
識
は
是
汝
が
父
母
な
り
、
汝
等
が
菩
提
の
身
を
養
育
す
る
が
故
に
。
㋺
善
知
識
は
是
汝
が
父
母
な
り
。
汝
等
の
菩
提
身
を
養
育
す
る
が
故
に
。
　
こ
こ
か
ら
、
譬
喩
表
現
を
用
い
て
善
知
識
が
表
現
さ
れ
る
。
善
知
識
は
父
母
の
よ
う
に
菩
提
の
身
を
育
む
、
と
表
現
さ
れ
る
箇
所
44
で
あ
り
、
敦
煌
で
発
見
さ
れ
た
『
法
句
経
』（
以
下
、
敦
煌
『
法
句
経
』
と
称
す
。）
に
類
似
す
る
文
が
見
ら
れ
、
敦
煌
『
法
句
経
』
の
「
親
近
真
善
知
識
品
第
五
」
と
「
二
十
一
種
譬
喩
善
知
識
品
第
六
」
が
引
用
箇
所
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、『
安
楽
集
』
所
引
の
『
法
句
経
』
と
比
較
す
る
と
、
類
似
点
・
相
異
点
が
確
認
で
き
る
。
こ
こ
に
は
、
道
綽
が
所
覧
し
た
『
法
句
経
』
が
判
然
と
し
な
い
と
い
う
問
題
を
残
し
て
い
る
が
、
所
覧
本
の
問
題
を
了
承
し
つ
つ
も
、
類
似
点
・
相
違
点
も
検
討
に
入
れ
、『
法
句
経
』
引
用
で
示
さ
れ
る
善
知
識
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
　
『
法
句
経
』
を
引
用
す
る
に
当
っ
て
、
道
綽
は
傍
線
部
に
当
た
る
「
衆
生
の
与
に
善
知
識
と
作
る
」
と
い
う
引
用
元
で
は
確
認
で
き
な
い
一
文
を
付
言
す
る
が
、「
誰
が
」
と
い
う
主
語
が
明
確
で
な
い
。
こ
れ
は
、
第
十
一
大
門
第
一
冒
頭
の
主
題
と
対
応
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
こ
で
「
一
切
衆
生
を
勧
め
て
」
と
述
べ
て
い
た
か
ら
、「
一
切
衆
生
が
」
衆
生
の
た
め
に
善
知
識
と
な
る
、
と
補
う
こ
と
が
出
来
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
道
綽
が
、
あ
る
特
定
の
善
知
識
だ
け
で
な
く
、
一
切
衆
生
に
対
し
て
も
呼
び
掛
け
て
い
る
と
い
え
る
。
　
前
引
用
文
の
『
法
句
経
』
に
説
示
さ
れ
る
五
つ
の
譬
喩
に
対
し
、
『
安
楽
集
』
所
引
の
『
法
句
経
』
に
は
❶
〜
❺
の
、『
大
正
蔵
』
第
八
五
巻
（
一
四
三
三
ｃ
）
収
蔵
の
敦
煌
『
法
句
経
』
に
は
㋑
〜
㋭
の
連
番
を
付
し
て
、
第
一
❶
と
㋑
、
第
二
❷
と
㋺
…
と
い
う
順
番
で
以
下
検
討
す
る
。
第
一
「
能
く
深
法
を
説
く
」
❶
善
知
識
は
能
く
深
法
を
説
く
、
謂
く
空
と
無
相
と
無
願
と
な
り
。
諸
法
平
等
に
し
て
業
無
く
報
無
く
因
無
く
果
無
し
。
究
竟
如
如
に
し
て
実
際
に
住
す
。
然
る
に
畢
竟
空
の
中
に
於
て
熾
然
と
し
て
一
切
の
諸
法
を
建
立
す
。
是
を
善
知
識
と
為
す
。
㋑
善
知
識
は
、
善
く
深
法
の
空
・〔
無
〕
相
・
無
作
・
無
生
・
無
滅
を
解
す
。
諸
法
を
了
達
し
て
、
本
従
り
已
来
究
竟
平
等
に
し
て
、
業
無
く
報
無
く
因
無
く
果
無
し
。
性
相
如
如
に
し
て
、
實
〔
際
〕
に
住
す
。
畢
竟
空
の
中
に
於
い
て
熾
然
と
し
て
建
立
す
。
是
を
善
知
識
と
名
づ
く
。
　
善
知
識
は
、
深
法
を
説
く
こ
と
が
で
き
る
存
在
で
あ
り
、
深
法
と
は
、
三
解
脱
門
（
空
・
無
相
・
無
願
）
の
こ
と
で
あ
る
と
示
さ
れ
る
。
三
解
脱
門
と
は
、
諸
法
は
平
等
で
あ
る
か
ら
業
報
因
果
が
無
い
こ
と
を
悟
る
（
空
）。
そ
し
て
、
空
を
悟
る
こ
と
で
真
如
の
道
理
に
適
い
真
実
に
徹
底
し
て
い
る
涅
槃
の
住
民
で
あ
る
こ
と
を
悟
る
（
無
相
）。
そ
し
て
、
無
相
を
悟
る
こ
と
で
、
真
如
皆
空
の
中
に
お
い
て
、
燃
え
る
灯
火
の
よ
う
に
し
て
一
切
の
真
如
に
適
っ
た
（
）
4
（
）
5
45
法
を
建
立
す
る
（
無
願
）
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
説
く
者
、
こ
れ
を
善
知
識
と
す
る
、
と
述
べ
ら
れ
る
。
㋑
で
は
、
善
知
識
が
「
空
・
無
相
・
無
作
・
無
生
・
無
滅
」
を
理
解
し
た
存
在
で
あ
る
と
示
さ
れ
、『
安
楽
集
』
で
確
認
で
き
る
「
説
く
」
と
い
う
表
現
が
取
ら
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
㋑
で
は
、
法
を
よ
く
「
理
解
し
た
存
在
」
と
了
解
で
き
る
。
❶
で
は
、「
説
く
」
と
い
う
表
現
が
取
ら
れ
、
三
解
脱
門
を
「
説
く
存
在
」
が
善
知
識
と
し
て
表
現
さ
れ
る
。「
説
く
存
在
」
に
つ
い
て
『
安
楽
集
』
第
一
大
門
第
二
に
記
さ
れ
る
「
聴
者
」「
説
者
」
の
関
係
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。
そ
れ
が
次
の
文
で
あ
る
。
第
二
に
、
諸
部
の
大
乗
に
拠
り
て
説
聴
の
方
軌
を
明
さ
ば
、
中
に
於
て
六
有
り
。
第
一
に
『
大
集
経
』
に
云
く
。「
説
法
の
者
に
於
て
は
医
王
の
想
を
作
せ
、
抜
苦
の
想
を
作
せ
。
所
説
の
法
を
ば
甘
露
の
想
を
作
せ
、
醍
醐
の
想
を
作
せ
。
其
れ
聴
法
の
者
を
ば
増
長
勝
解
の
想
を
作
せ
、
癒
病
の
想
を
作
せ
。
若
し
能
く
是
の
如
き
説
者
・
聴
者
は
、
皆
仏
法
を
紹
隆
す
る
に
堪
え
た
り
。
常
に
仏
前
に
生
ぜ
ん
」
と
。
 
（『
真
聖
全
』
一
・
三
七
九
頁
）
　
第
一
大
門
第
二
は
、
様
々
な
大
乗
経
典
を
典
拠
と
し
て
、
説
く
者
と
聴
く
者
の
心
構
え
を
論
じ
る
箇
所
で
あ
り
、「
六
有
り
」
と
示
さ
れ
る
よ
う
に
、『
大
集
経
』・『
大
智
度
論
』・『
無
量
寿
経
』・
『
無
量
清
浄
覚
経
』
を
引
用
し
て
論
じ
ら
れ
る
。
い
ま
、『
大
集
経
』
の
文
だ
け
取
り
挙
げ
る
が
、「
説
く
者
」
は
医
者
の
よ
う
な
想
い
、
ま
た
は
苦
し
み
を
抜
く
よ
う
な
想
い
で
法
を
説
き
、「
甘
露
」「
醍
醐
」
と
い
っ
た
大
乗
の
中
で
も
肝
要
な
部
分
を
説
く
想
い
で
い
る
よ
う
に
し
な
さ
い
と
い
う
心
構
え
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
説
く
者
」
は
聴
く
者
に
対
し
て
、
医
者
の
よ
う
に
患
者
に
応
じ
る
知
識
が
必
要
で
あ
り
、
苦
し
み
を
抜
く
た
め
の
処
置
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
第
十
一
大
門
第
一
で
善
知
識
が
「
説
く
存
在
」
と
し
て
示
さ
れ
る
の
と
同
様
の
存
在
で
あ
ろ
う
。
　
し
た
が
っ
て
、
道
綽
は
、
ま
ず
法
を
「
説
く
」
存
在
を
善
知
識
と
見
定
め
、
そ
の
心
構
え
と
し
て
医
者
の
よ
う
な
心
で
接
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
第
二
「
父
母
」
❷
善
知
識
は
是
汝
が
父
母
な
り
、
汝
等
が
菩
提
の
身
を
養
育
す
る
が
故
に
。
㋺
善
知
識
は
是
汝
が
父
母
な
り
。
汝
等
の
菩
提
身
を
養
育
す
る
が
故
に
。
　
こ
こ
か
ら
、
譬
喩
表
現
を
用
い
て
善
知
識
が
表
現
さ
れ
る
。
善
知
識
は
父
母
の
よ
う
に
菩
提
の
身
を
育
む
、
と
表
現
さ
れ
る
箇
所
46
で
あ
る
。「
父
母
」
に
つ
い
て
、『
安
楽
集
』
第
二
大
門
第
二
「
心
外
無
法
と
繋
す
る
を
破
す
」
で
道
綽
は
言
及
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
箇
所
に
注
目
し
て
論
じ
る
。
　
『
安
楽
集
』
第
二
大
門
第
二
は
、
異
見
や
邪
執
を
論
破
す
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
る
。
そ
の
第
三
番
の
「
心
外
無
法
と
繋
す
る
を
破
す
」
で
は
、
心
の
ほ
か
に
一
切
の
法
は
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
浄
土
も
衆
生
の
心
の
ほ
か
に
な
い
か
ら
、
な
ぜ
西
方
に
帰
入
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
論
じ
ら
れ
る
。
そ
の
答
え
と
し
て
、
上
士
の
菩
薩
は
法
性
の
浄
土
で
あ
る
無
生
の
生
に
入
る
こ
と
が
で
き
、
中
下
の
輩
は
信
仏
の
因
縁
に
よ
っ
て
有
相
の
浄
土
に
生
ま
れ
る
と
示
さ
れ
、
真
諦
・
俗
諦
の
義
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
、
浄
土
が
心
の
ほ
か
に
一
切
の
法
は
な
い
と
い
う
妨
げ
は
な
い
と
結
論
づ
け
る
。
上
士
の
菩
薩
が
無
生
の
生
に
入
る
こ
と
が
で
き
、
中
下
の
輩
は
信
仏
の
因
縁
に
よ
っ
て
有
相
の
浄
土
へ
生
ま
れ
る
と
述
べ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
聖
教
に
証
明
さ
れ
て
い
る
の
か
否
か
、
と
道
綽
は
問
い
を
設
け
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
聖
教
に
証
明
さ
れ
る
と
し
て
、『
大
智
度
論
』
を
次
の
よ
う
に
取
意
引
用
す
る
。
新
発
意
の
菩
薩
は
機
解
軟
弱
に
し
て
、
発
心
す
と
言
う
と
雖
も
多
く
浄
土
に
生
ぜ
ん
こ
と
を
願
ず
。
何
の
意
ぞ
然
る
と
な
ら
ば
、
譬
え
ば
、
嬰
児
若
し
父
母
の
恩
養
に
近
づ
か
ざ
れ
ば
、
或
は
坑
に
堕
し
井
に
落
ち
火
蛇
等
の
難
あ
り
。
或
は
乳
に
乏
し
く
し
て
死
す
。
要
ず
父
母
の
摩
洗
養
育
す
る
を
仮
り
て
、
方
に
長
大
し
て
能
く
家
業
を
紹
継
す
べ
き
が
如
し
。
菩
薩
も
亦
爾
な
り
。
若
し
能
く
菩
提
心
を
発
せ
ば
、
多
く
浄
土
に
生
ぜ
ん
こ
と
を
願
ず
。
諸
仏
に
親
近
し
て
法
身
を
増
長
し
、
方
に
能
く
菩
薩
の
家
業
を
匡
紹
し
、
十
方
に
済
運
す
。
斯
の
益
の
為
の
故
に
多
く
生
ぜ
ん
こ
と
を
願
ず
る
な
り
。
 
（『
真
聖
全
』
一
・
三
九
四
頁
）
　
こ
こ
で
は
、
菩
提
心
を
発
し
て
間
も
な
い
菩
薩
は
、
理
解
力
が
軟
か
く
弱
い
た
め
、
多
く
浄
土
に
生
ま
れ
た
い
と
願
生
す
る
。
そ
こ
で
父
母
と
子
の
養
育
の
譬
え
が
出
さ
れ
る
。
嬰
児
が
父
母
の
育
て
よ
う
と
す
る
恩
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
穴
に
堕
ち
た
り
、
井
戸
に
落
ち
た
り
、
火
や
蛇
等
に
襲
わ
れ
る
難
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
乳
が
も
ら
え
ず
に
死
ぬ
。
か
な
ら
ず
、
父
母
が
撫
で
た
り
洗
っ
た
り
し
て
養
い
育
む
こ
と
に
よ
っ
て
嬰
児
は
成
長
し
て
、
家
業
を
継
承
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
譬
え
に
示
さ
れ
る
父
母
は
、
化
身
と
し
て
語
ら
れ
る
父
母
で
あ
り
、
嬰
児
を
養
育
す
る
こ
と
が
家
業
の
継
承
へ
と
繋
が
る
。
そ
れ
は
菩
薩
も
同
様
で
あ
り
、
菩
提
心
を
発
し
願
生
す
る
こ
と
で
、
諸
仏
で
あ
る
父
母
に
親
し
み
近
づ
き
、
法
身
の
菩
提
心
を
増
長
し
、
ま
さ
に
菩
薩
が
す
る
利
他
行
を
継
承
し
て
、
十
方
の
衆
生
を
浄
土
へ
済
運
す
る
。
こ
の
よ
う
な
利
益
が
あ
る
た
め
、
多
く
の
も
の
が
浄
土
47
を
願
生
す
る
の
で
あ
る
。
新
発
意
の
菩
薩
が
嬰
児
と
対
応
す
る
と
考
え
れ
ば
、
諸
仏
は
父
母
の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
法
身
の
菩
提
心
を
増
長
す
る
こ
と
が
諸
仏
と
し
て
語
ら
れ
る
父
母
で
あ
り
、
衆
生
に
親
近
感
を
抱
か
せ
る
化
身
と
し
て
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
し
た
が
っ
て
、
善
知
識
が
「
父
母
」
と
表
現
さ
れ
る
の
は
、
諸
仏
が
新
発
意
の
菩
薩
の
法
身
の
菩
提
心
を
養
育
す
る
存
在
で
あ
る
と
い
え
る
。
第
三
「
眼
目
」
❸
善
知
識
は
是
汝
が
眼
目
な
り
、
能
く
一
切
善
悪
の
道
を
見
る
が
故
に
。
㋩
善
知
識
は
是
汝
が
眼
因
な
り
。
汝
等
の
菩
提
の
路
を
示
し
導
く
故
に
。
　
善
知
識
は
、
あ
な
た
の
眼
で
あ
り
、
す
べ
て
の
善
悪
の
道
を
見
通
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
も
の
、
と
表
現
さ
れ
る
箇
所
で
あ
る
。
こ
こ
で
示
さ
れ
る
「
一
切
善
悪
の
道
」
に
つ
い
て
、
た
だ
善
悪
を
見
通
す
の
で
な
く
、「
道
」
と
示
さ
れ
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。『
安
楽
集
』
第
三
大
門
第
四
で
引
用
さ
れ
る
『
目
連
所
問
経
』
で
は
、「
九
十
五
種
の
邪
道
」
と
い
う
語
を
用
い
て
、
次
の
よ
う
に
易
行
道
を
勧
め
る
。
又
『
目
連
所
問
経
』
の
如
し
。「
仏
、
目
連
に
告
げ
た
ま
わ
く
。
譬
え
ば
、
万
川
長
流
に
浮
べ
る
草
木
有
り
て
、
前
は
後
を
顧
み
ず
、
後
は
前
を
顧
み
ず
、
都
て
大
海
に
会
す
る
が
如
し
。
世
間
も
亦
爾
な
り
。
豪
貴
・
富
楽
自
在
な
る
こ
と
有
り
と
雖
も
、
悉
く
生
・
老
・
病
・
死
を
免
る
る
こ
と
を
得
ず
。
只
仏
経
を
信
ぜ
ざ
る
に
由
て
、
後
世
に
人
と
為
り
て
更
に
甚
だ
困
劇
し
て
、
千
仏
の
国
土
に
生
ず
る
こ
と
を
得
る
こ
と
能
わ
ず
。
是
の
故
に
我
説
か
く
、
無
量
寿
仏
国
は
往
き
易
く
取
り
易
く
し
て
、
人
修
行
し
て
往
生
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
反
っ
て
九
十
五
種
の
邪
道
に
事
う
。
我
是
の
人
を
説
き
て
眼
無
き
人
と
名
く
、
耳
無
き
人
と
名
く
」
と
。
経
教
既
に
爾
な
り
。
何
ぞ
難
を
捨
て
て
易
行
道
に
依
ら
ざ
ら
ん
や
。
 
（『
真
聖
全
』
一
・
四
一
一
〜
四
一
二
頁
）
　
こ
こ
で
は
、
仏
が
目
連
に
対
し
て
、
川
に
流
れ
る
草
木
は
、
前
も
後
も
顧
み
る
こ
と
な
く
、
す
べ
て
海
に
流
れ
着
く
と
譬
え
、
世
間
も
同
様
だ
と
述
べ
る
。
世
間
で
は
、
権
力
や
金
を
自
在
に
使
え
る
者
が
居
て
も
、
生
老
病
死
を
免
れ
る
こ
と
を
得
ら
れ
な
い
。
仏
経
を
信
じ
な
い
か
ら
、
後
世
に
人
と
な
っ
て
更
に
悩
み
苦
し
み
、
過
去
・
未
来
・
現
在
に
そ
れ
ぞ
れ
千
の
仏
が
世
に
出
現
す
る
国
土
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
得
ら
れ
な
い
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
仏
は
、
無
量
寿
仏
の
国
土
は
往
き
易
く
取
り
易
く
、
人
は
聖
道
門
で
説
か
れ
る
修
行
を
し
て
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
往
生
す
る
た
め
46
で
あ
る
。「
父
母
」
に
つ
い
て
、『
安
楽
集
』
第
二
大
門
第
二
「
心
外
無
法
と
繋
す
る
を
破
す
」
で
道
綽
は
言
及
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
箇
所
に
注
目
し
て
論
じ
る
。
　
『
安
楽
集
』
第
二
大
門
第
二
は
、
異
見
や
邪
執
を
論
破
す
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
る
。
そ
の
第
三
番
の
「
心
外
無
法
と
繋
す
る
を
破
す
」
で
は
、
心
の
ほ
か
に
一
切
の
法
は
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
浄
土
も
衆
生
の
心
の
ほ
か
に
な
い
か
ら
、
な
ぜ
西
方
に
帰
入
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
論
じ
ら
れ
る
。
そ
の
答
え
と
し
て
、
上
士
の
菩
薩
は
法
性
の
浄
土
で
あ
る
無
生
の
生
に
入
る
こ
と
が
で
き
、
中
下
の
輩
は
信
仏
の
因
縁
に
よ
っ
て
有
相
の
浄
土
に
生
ま
れ
る
と
示
さ
れ
、
真
諦
・
俗
諦
の
義
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
、
浄
土
が
心
の
ほ
か
に
一
切
の
法
は
な
い
と
い
う
妨
げ
は
な
い
と
結
論
づ
け
る
。
上
士
の
菩
薩
が
無
生
の
生
に
入
る
こ
と
が
で
き
、
中
下
の
輩
は
信
仏
の
因
縁
に
よ
っ
て
有
相
の
浄
土
へ
生
ま
れ
る
と
述
べ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
聖
教
に
証
明
さ
れ
て
い
る
の
か
否
か
、
と
道
綽
は
問
い
を
設
け
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
聖
教
に
証
明
さ
れ
る
と
し
て
、『
大
智
度
論
』
を
次
の
よ
う
に
取
意
引
用
す
る
。
新
発
意
の
菩
薩
は
機
解
軟
弱
に
し
て
、
発
心
す
と
言
う
と
雖
も
多
く
浄
土
に
生
ぜ
ん
こ
と
を
願
ず
。
何
の
意
ぞ
然
る
と
な
ら
ば
、
譬
え
ば
、
嬰
児
若
し
父
母
の
恩
養
に
近
づ
か
ざ
れ
ば
、
或
は
坑
に
堕
し
井
に
落
ち
火
蛇
等
の
難
あ
り
。
或
は
乳
に
乏
し
く
し
て
死
す
。
要
ず
父
母
の
摩
洗
養
育
す
る
を
仮
り
て
、
方
に
長
大
し
て
能
く
家
業
を
紹
継
す
べ
き
が
如
し
。
菩
薩
も
亦
爾
な
り
。
若
し
能
く
菩
提
心
を
発
せ
ば
、
多
く
浄
土
に
生
ぜ
ん
こ
と
を
願
ず
。
諸
仏
に
親
近
し
て
法
身
を
増
長
し
、
方
に
能
く
菩
薩
の
家
業
を
匡
紹
し
、
十
方
に
済
運
す
。
斯
の
益
の
為
の
故
に
多
く
生
ぜ
ん
こ
と
を
願
ず
る
な
り
。
 
（『
真
聖
全
』
一
・
三
九
四
頁
）
　
こ
こ
で
は
、
菩
提
心
を
発
し
て
間
も
な
い
菩
薩
は
、
理
解
力
が
軟
か
く
弱
い
た
め
、
多
く
浄
土
に
生
ま
れ
た
い
と
願
生
す
る
。
そ
こ
で
父
母
と
子
の
養
育
の
譬
え
が
出
さ
れ
る
。
嬰
児
が
父
母
の
育
て
よ
う
と
す
る
恩
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
穴
に
堕
ち
た
り
、
井
戸
に
落
ち
た
り
、
火
や
蛇
等
に
襲
わ
れ
る
難
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
乳
が
も
ら
え
ず
に
死
ぬ
。
か
な
ら
ず
、
父
母
が
撫
で
た
り
洗
っ
た
り
し
て
養
い
育
む
こ
と
に
よ
っ
て
嬰
児
は
成
長
し
て
、
家
業
を
継
承
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
譬
え
に
示
さ
れ
る
父
母
は
、
化
身
と
し
て
語
ら
れ
る
父
母
で
あ
り
、
嬰
児
を
養
育
す
る
こ
と
が
家
業
の
継
承
へ
と
繋
が
る
。
そ
れ
は
菩
薩
も
同
様
で
あ
り
、
菩
提
心
を
発
し
願
生
す
る
こ
と
で
、
諸
仏
で
あ
る
父
母
に
親
し
み
近
づ
き
、
法
身
の
菩
提
心
を
増
長
し
、
ま
さ
に
菩
薩
が
す
る
利
他
行
を
継
承
し
て
、
十
方
の
衆
生
を
浄
土
へ
済
運
す
る
。
こ
の
よ
う
な
利
益
が
あ
る
た
め
、
多
く
の
も
の
が
浄
土
47
を
願
生
す
る
の
で
あ
る
。
新
発
意
の
菩
薩
が
嬰
児
と
対
応
す
る
と
考
え
れ
ば
、
諸
仏
は
父
母
の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
法
身
の
菩
提
心
を
増
長
す
る
こ
と
が
諸
仏
と
し
て
語
ら
れ
る
父
母
で
あ
り
、
衆
生
に
親
近
感
を
抱
か
せ
る
化
身
と
し
て
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
し
た
が
っ
て
、
善
知
識
が
「
父
母
」
と
表
現
さ
れ
る
の
は
、
諸
仏
が
新
発
意
の
菩
薩
の
法
身
の
菩
提
心
を
養
育
す
る
存
在
で
あ
る
と
い
え
る
。
第
三
「
眼
目
」
❸
善
知
識
は
是
汝
が
眼
目
な
り
、
能
く
一
切
善
悪
の
道
を
見
る
が
故
に
。
㋩
善
知
識
は
是
汝
が
眼
因
な
り
。
汝
等
の
菩
提
の
路
を
示
し
導
く
故
に
。
　
善
知
識
は
、
あ
な
た
の
眼
で
あ
り
、
す
べ
て
の
善
悪
の
道
を
見
通
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
も
の
、
と
表
現
さ
れ
る
箇
所
で
あ
る
。
こ
こ
で
示
さ
れ
る
「
一
切
善
悪
の
道
」
に
つ
い
て
、
た
だ
善
悪
を
見
通
す
の
で
な
く
、「
道
」
と
示
さ
れ
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。『
安
楽
集
』
第
三
大
門
第
四
で
引
用
さ
れ
る
『
目
連
所
問
経
』
で
は
、「
九
十
五
種
の
邪
道
」
と
い
う
語
を
用
い
て
、
次
の
よ
う
に
易
行
道
を
勧
め
る
。
又
『
目
連
所
問
経
』
の
如
し
。「
仏
、
目
連
に
告
げ
た
ま
わ
く
。
譬
え
ば
、
万
川
長
流
に
浮
べ
る
草
木
有
り
て
、
前
は
後
を
顧
み
ず
、
後
は
前
を
顧
み
ず
、
都
て
大
海
に
会
す
る
が
如
し
。
世
間
も
亦
爾
な
り
。
豪
貴
・
富
楽
自
在
な
る
こ
と
有
り
と
雖
も
、
悉
く
生
・
老
・
病
・
死
を
免
る
る
こ
と
を
得
ず
。
只
仏
経
を
信
ぜ
ざ
る
に
由
て
、
後
世
に
人
と
為
り
て
更
に
甚
だ
困
劇
し
て
、
千
仏
の
国
土
に
生
ず
る
こ
と
を
得
る
こ
と
能
わ
ず
。
是
の
故
に
我
説
か
く
、
無
量
寿
仏
国
は
往
き
易
く
取
り
易
く
し
て
、
人
修
行
し
て
往
生
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
反
っ
て
九
十
五
種
の
邪
道
に
事
う
。
我
是
の
人
を
説
き
て
眼
無
き
人
と
名
く
、
耳
無
き
人
と
名
く
」
と
。
経
教
既
に
爾
な
り
。
何
ぞ
難
を
捨
て
て
易
行
道
に
依
ら
ざ
ら
ん
や
。
 
（『
真
聖
全
』
一
・
四
一
一
〜
四
一
二
頁
）
　
こ
こ
で
は
、
仏
が
目
連
に
対
し
て
、
川
に
流
れ
る
草
木
は
、
前
も
後
も
顧
み
る
こ
と
な
く
、
す
べ
て
海
に
流
れ
着
く
と
譬
え
、
世
間
も
同
様
だ
と
述
べ
る
。
世
間
で
は
、
権
力
や
金
を
自
在
に
使
え
る
者
が
居
て
も
、
生
老
病
死
を
免
れ
る
こ
と
を
得
ら
れ
な
い
。
仏
経
を
信
じ
な
い
か
ら
、
後
世
に
人
と
な
っ
て
更
に
悩
み
苦
し
み
、
過
去
・
未
来
・
現
在
に
そ
れ
ぞ
れ
千
の
仏
が
世
に
出
現
す
る
国
土
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
得
ら
れ
な
い
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
仏
は
、
無
量
寿
仏
の
国
土
は
往
き
易
く
取
り
易
く
、
人
は
聖
道
門
で
説
か
れ
る
修
行
を
し
て
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
往
生
す
る
た
め
48
に
修
行
す
れ
ば
、
か
え
っ
て
九
十
五
種
の
邪
道
に
つ
か
え
る
。
仏
は
そ
の
よ
う
な
人
を
、「
眼
無
き
人
」「
耳
無
き
人
」
と
名
づ
け
る
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て
難
行
道
を
捨
て
て
、
易
行
道
に
依
ら
な
い
の
か
、
と
勧
め
る
の
が
『
目
連
所
問
経
』
に
説
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
往
生
す
る
た
め
に
修
行
す
れ
ば
九
十
五
種
の
邪
道
に
つ
か
え
る
こ
と
に
な
る
こ
と
は
、
聖
道
門
で
説
か
れ
る
修
行
で
あ
る
た
め
「
難
を
捨
て
て
」
と
同
等
の
質
で
述
べ
ら
れ
る
。
で
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
難
易
を
見
抜
く
の
か
。「
眼
無
き
人
」
と
は
、
自
身
の
存
在
、
状
況
と
い
っ
た
こ
と
を
見
よ
う
と
せ
ず
、
ま
た
邪
道
が
ど
れ
で
あ
る
か
を
見
抜
く
こ
と
も
で
き
な
い
か
ら
九
十
五
種
の
邪
道
に
陥
る
。「
耳
無
き
人
」
と
は
、
仏
語
さ
え
も
信
じ
な
い
か
ら
、
聞
く
耳
を
持
た
ず
邪
道
に
陥
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
眼
・
耳
無
き
者
は
、
易
行
道
に
依
ら
な
い
で
、
難
行
道
に
お
け
る
仏
道
修
行
に
よ
っ
て
往
生
し
よ
う
と
す
る
者
で
あ
る
と
了
解
で
き
る
。
逆
を
言
え
ば
、
易
行
道
に
依
る
こ
と
は
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
依
る
こ
と
に
他
な
ら
ず
、
そ
の
本
願
の
智
慧
に
よ
っ
て
邪
道
を
見
抜
く
眼
や
真
実
の
教
法
を
聴
く
耳
が
具
わ
る
の
で
あ
る
。
　
し
た
が
っ
て
、
善
知
識
が
「
眼
目
」
と
表
現
さ
れ
る
の
は
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
智
慧
に
依
る
「
眼
」
を
意
味
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
眼
に
よ
っ
て
難
易
の
仏
道
が
見
通
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
第
四
「
大
船
」
❹
善
知
識
は
是
汝
が
大
船
な
り
、
汝
等
を
運
度
し
て
生
死
海
を
出
す
が
故
に
。
㋥
善
知
識
は
是
汝
が
橋
梁
な
り
。
汝
等
を
運
載
し
て
有
海
を
度
す
故
に
。
　
こ
こ
で
は
、
譬
え
が
「
大
船
」
と
「
橋
梁
」
で
異
な
る
箇
所
に
な
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
道
綽
の
所
覧
本
が
定
か
で
な
い
が
、
そ
の
こ
と
を
承
知
の
う
え
で
、「
大
船
」
の
意
義
を
考
察
す
る
。
　
「
船
」
と
い
う
表
現
は
、
龍
樹
の
『
十
住
毘
婆
沙
論
』「
易
行
品
」
に
お
い
て
、
難
易
二
道
の
譬
え
を
表
現
し
て
お
り
、
そ
れ
を
受
け
て
曇
鸞
は
『
浄
土
論
註
』
冒
頭
に
お
い
て
、
龍
樹
の
難
行
道
・
易
行
道
を
示
し
て
い
る
。
道
綽
は
、
そ
の
『
浄
土
論
註
』
難
易
二
道
に
注
目
し
、『
安
楽
集
』
第
三
大
門
第
一
で
次
の
よ
う
に
示
す
。譬
え
ば
、
陸
路
の
歩
行
は
則
ち
苦
し
き
が
如
し
、
故
に
難
行
道
と
曰
う
。
易
行
道
と
言
う
は
、
謂
く
信
仏
の
因
縁
を
以
て
浄
土
に
生
ぜ
ん
と
願
じ
、
心
を
起
し
、
徳
を
立
て
、
諸
の
行
業
を
修
せ
ば
、
仏
の
願
力
の
故
に
即
便
ち
往
生
す
。
仏
力
住
持
す
る
を
以
て
、
即
ち
大
乗
正
定
の
聚
に
入
る
。
正
定
聚
は
、
即
ち
是
阿
毗
跋
致
不
退
の
位
な
り
。
譬
え
ば
水
路
に
船
に
乗
ず
れ
ば
、
則
ち
楽
し
き
が
如
し
、
故
に
易
行
道
と
名
く
る
な
49
り
と
。 
（『
真
聖
全
』
一
・
四
〇
六
頁
）
　
右
の
文
を
見
て
分
か
る
よ
う
に
、
陸
を
歩
く
難
行
道
と
は
対
照
に
、「
船
」
に
乗
じ
る
易
行
道
が
示
さ
れ
、
易
行
道
に
お
い
て
は
、
仏
願
力
を
信
じ
る
因
縁
に
よ
っ
て
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
に
往
生
し
た
い
と
願
い
、
仏
の
願
力
に
よ
っ
て
た
だ
ち
に
往
生
す
る
。
そ
し
て
、
仏
力
が
た
も
た
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
正
定
聚
の
位
に
入
る
仏
道
だ
と
述
べ
ら
れ
る
。「
船
」
と
い
う
語
は
、
易
行
道
を
象
徴
す
る
表
現
に
他
な
ら
ず
、「
大
乗
正
定
の
聚
に
入
る
」
仏
道
と
し
て
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、『
安
楽
集
』
第
八
大
門
第
三
に
お
い
て
、「
船
」
と
「
大
悲
」
を
関
連
さ
せ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
『
智
度
論
』
に
云
う
が
如
し
。「
譬
え
ば
二
人
俱
に
父
母
眷
属
の
深
淵
に
没
在
す
る
を
見
る
に
、
一
人
は
直
に
往
っ
て
力
を
尽
く
し
て
之
を
救
う
、
力
の
及
ば
ざ
る
所
、
相
と
俱
に
没
す
。
一
人
は
遥
に
走
り
、
一
の
舟
船
に
趣
き
、
乗
り
来
り
て
済
接
す
る
に
、
並
に
難
を
出
づ
る
こ
と
を
得
る
が
如
し
。
菩
薩
も
亦
爾
な
り
。
若
し
未
だ
発
心
せ
ざ
る
時
に
は
、
生
死
に
流
転
す
る
こ
と
衆
生
と
別
な
る
こ
と
無
し
。
但
已
に
菩
提
心
を
発
す
時
は
、
先
づ
願
じ
て
浄
土
に
往
生
し
、
大
悲
の
船
を
取
り
て
無
碍
の
弁
才
に
乗
じ
て
生
死
の
海
に
入
り
、
衆
生
を
済
運
す
べ
し
」
と
。 
（『
真
聖
全
』
一
・
四
三
一
│
四
三
二
頁
）
　
『
大
智
度
論
』
を
引
用
し
て
、
あ
る
二
人
の
者
が
、
父
母
・
親
族
が
深
い
海
底
に
落
ち
た
姿
を
見
て
、
一
人
は
自
ら
の
力
で
助
け
よ
う
と
す
る
が
、
力
が
及
ば
ず
同
じ
よ
う
に
落
ち
て
し
ま
う
。
も
う
一
人
は
、
船
が
あ
る
停
留
所
ま
で
走
り
、
船
に
乗
っ
て
助
け
に
向
か
う
。
そ
し
て
、
す
べ
て
の
者
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
譬
え
に
よ
っ
て
、
難
と
易
の
性
質
を
表
す
。
そ
の
あ
と
に
「
大
悲
の
船
」
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
は
、
阿
弥
陀
仏
の
大
悲
で
一
切
衆
生
を
生
死
海
か
ら
済
運
す
る
と
い
う
智
慧
の
こ
と
で
あ
り
、
「
大
船
」
と
表
現
さ
れ
た
こ
と
も
、
こ
の
「
大
悲
の
船
」
を
受
け
た
と
推
測
す
る
。
　
し
た
が
っ
て
、
道
綽
は
「
大
船
」
と
い
う
表
現
か
ら
、「
大
悲
の
船
」
と
い
う
阿
弥
陀
仏
の
大
悲
に
よ
っ
て
一
切
衆
生
を
済
運
す
る
仏
道
、
す
な
わ
ち
易
行
道
と
同
様
の
意
義
を
見
出
し
、
善
知
識
が
そ
れ
ら
を
説
く
存
在
に
し
た
と
い
え
る
。
第
五
「
絙
縄
」
❺
善
知
識
は
是
汝
が
絙
縄
な
り
、
能
く
汝
等
を
挽
き
抜
き
て
生
死
を
出
す
が
故
な
り
。
㋭
善
知
識
は
是
汝
が
絙
縄
な
り
。
汝
等
を
〔
挽
抜
〕
て
地
獄
か
ら
離
れ
る
が
故
に
。
　
衆
生
を
生
死
か
ら
引
き
抜
い
て
出
離
さ
せ
る
大
き
な
縄
の
よ
う
（
）
6
48
に
修
行
す
れ
ば
、
か
え
っ
て
九
十
五
種
の
邪
道
に
つ
か
え
る
。
仏
は
そ
の
よ
う
な
人
を
、「
眼
無
き
人
」「
耳
無
き
人
」
と
名
づ
け
る
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て
難
行
道
を
捨
て
て
、
易
行
道
に
依
ら
な
い
の
か
、
と
勧
め
る
の
が
『
目
連
所
問
経
』
に
説
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
往
生
す
る
た
め
に
修
行
す
れ
ば
九
十
五
種
の
邪
道
に
つ
か
え
る
こ
と
に
な
る
こ
と
は
、
聖
道
門
で
説
か
れ
る
修
行
で
あ
る
た
め
「
難
を
捨
て
て
」
と
同
等
の
質
で
述
べ
ら
れ
る
。
で
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
難
易
を
見
抜
く
の
か
。「
眼
無
き
人
」
と
は
、
自
身
の
存
在
、
状
況
と
い
っ
た
こ
と
を
見
よ
う
と
せ
ず
、
ま
た
邪
道
が
ど
れ
で
あ
る
か
を
見
抜
く
こ
と
も
で
き
な
い
か
ら
九
十
五
種
の
邪
道
に
陥
る
。「
耳
無
き
人
」
と
は
、
仏
語
さ
え
も
信
じ
な
い
か
ら
、
聞
く
耳
を
持
た
ず
邪
道
に
陥
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
眼
・
耳
無
き
者
は
、
易
行
道
に
依
ら
な
い
で
、
難
行
道
に
お
け
る
仏
道
修
行
に
よ
っ
て
往
生
し
よ
う
と
す
る
者
で
あ
る
と
了
解
で
き
る
。
逆
を
言
え
ば
、
易
行
道
に
依
る
こ
と
は
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
依
る
こ
と
に
他
な
ら
ず
、
そ
の
本
願
の
智
慧
に
よ
っ
て
邪
道
を
見
抜
く
眼
や
真
実
の
教
法
を
聴
く
耳
が
具
わ
る
の
で
あ
る
。
　
し
た
が
っ
て
、
善
知
識
が
「
眼
目
」
と
表
現
さ
れ
る
の
は
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
智
慧
に
依
る
「
眼
」
を
意
味
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
眼
に
よ
っ
て
難
易
の
仏
道
が
見
通
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
第
四
「
大
船
」
❹
善
知
識
は
是
汝
が
大
船
な
り
、
汝
等
を
運
度
し
て
生
死
海
を
出
す
が
故
に
。
㋥
善
知
識
は
是
汝
が
橋
梁
な
り
。
汝
等
を
運
載
し
て
有
海
を
度
す
故
に
。
　
こ
こ
で
は
、
譬
え
が
「
大
船
」
と
「
橋
梁
」
で
異
な
る
箇
所
に
な
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
道
綽
の
所
覧
本
が
定
か
で
な
い
が
、
そ
の
こ
と
を
承
知
の
う
え
で
、「
大
船
」
の
意
義
を
考
察
す
る
。
　
「
船
」
と
い
う
表
現
は
、
龍
樹
の
『
十
住
毘
婆
沙
論
』「
易
行
品
」
に
お
い
て
、
難
易
二
道
の
譬
え
を
表
現
し
て
お
り
、
そ
れ
を
受
け
て
曇
鸞
は
『
浄
土
論
註
』
冒
頭
に
お
い
て
、
龍
樹
の
難
行
道
・
易
行
道
を
示
し
て
い
る
。
道
綽
は
、
そ
の
『
浄
土
論
註
』
難
易
二
道
に
注
目
し
、『
安
楽
集
』
第
三
大
門
第
一
で
次
の
よ
う
に
示
す
。譬
え
ば
、
陸
路
の
歩
行
は
則
ち
苦
し
き
が
如
し
、
故
に
難
行
道
と
曰
う
。
易
行
道
と
言
う
は
、
謂
く
信
仏
の
因
縁
を
以
て
浄
土
に
生
ぜ
ん
と
願
じ
、
心
を
起
し
、
徳
を
立
て
、
諸
の
行
業
を
修
せ
ば
、
仏
の
願
力
の
故
に
即
便
ち
往
生
す
。
仏
力
住
持
す
る
を
以
て
、
即
ち
大
乗
正
定
の
聚
に
入
る
。
正
定
聚
は
、
即
ち
是
阿
毗
跋
致
不
退
の
位
な
り
。
譬
え
ば
水
路
に
船
に
乗
ず
れ
ば
、
則
ち
楽
し
き
が
如
し
、
故
に
易
行
道
と
名
く
る
な
49
り
と
。 
（『
真
聖
全
』
一
・
四
〇
六
頁
）
　
右
の
文
を
見
て
分
か
る
よ
う
に
、
陸
を
歩
く
難
行
道
と
は
対
照
に
、「
船
」
に
乗
じ
る
易
行
道
が
示
さ
れ
、
易
行
道
に
お
い
て
は
、
仏
願
力
を
信
じ
る
因
縁
に
よ
っ
て
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
に
往
生
し
た
い
と
願
い
、
仏
の
願
力
に
よ
っ
て
た
だ
ち
に
往
生
す
る
。
そ
し
て
、
仏
力
が
た
も
た
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
正
定
聚
の
位
に
入
る
仏
道
だ
と
述
べ
ら
れ
る
。「
船
」
と
い
う
語
は
、
易
行
道
を
象
徴
す
る
表
現
に
他
な
ら
ず
、「
大
乗
正
定
の
聚
に
入
る
」
仏
道
と
し
て
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、『
安
楽
集
』
第
八
大
門
第
三
に
お
い
て
、「
船
」
と
「
大
悲
」
を
関
連
さ
せ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
『
智
度
論
』
に
云
う
が
如
し
。「
譬
え
ば
二
人
俱
に
父
母
眷
属
の
深
淵
に
没
在
す
る
を
見
る
に
、
一
人
は
直
に
往
っ
て
力
を
尽
く
し
て
之
を
救
う
、
力
の
及
ば
ざ
る
所
、
相
と
俱
に
没
す
。
一
人
は
遥
に
走
り
、
一
の
舟
船
に
趣
き
、
乗
り
来
り
て
済
接
す
る
に
、
並
に
難
を
出
づ
る
こ
と
を
得
る
が
如
し
。
菩
薩
も
亦
爾
な
り
。
若
し
未
だ
発
心
せ
ざ
る
時
に
は
、
生
死
に
流
転
す
る
こ
と
衆
生
と
別
な
る
こ
と
無
し
。
但
已
に
菩
提
心
を
発
す
時
は
、
先
づ
願
じ
て
浄
土
に
往
生
し
、
大
悲
の
船
を
取
り
て
無
碍
の
弁
才
に
乗
じ
て
生
死
の
海
に
入
り
、
衆
生
を
済
運
す
べ
し
」
と
。 
（『
真
聖
全
』
一
・
四
三
一
│
四
三
二
頁
）
　
『
大
智
度
論
』
を
引
用
し
て
、
あ
る
二
人
の
者
が
、
父
母
・
親
族
が
深
い
海
底
に
落
ち
た
姿
を
見
て
、
一
人
は
自
ら
の
力
で
助
け
よ
う
と
す
る
が
、
力
が
及
ば
ず
同
じ
よ
う
に
落
ち
て
し
ま
う
。
も
う
一
人
は
、
船
が
あ
る
停
留
所
ま
で
走
り
、
船
に
乗
っ
て
助
け
に
向
か
う
。
そ
し
て
、
す
べ
て
の
者
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
譬
え
に
よ
っ
て
、
難
と
易
の
性
質
を
表
す
。
そ
の
あ
と
に
「
大
悲
の
船
」
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
は
、
阿
弥
陀
仏
の
大
悲
で
一
切
衆
生
を
生
死
海
か
ら
済
運
す
る
と
い
う
智
慧
の
こ
と
で
あ
り
、
「
大
船
」
と
表
現
さ
れ
た
こ
と
も
、
こ
の
「
大
悲
の
船
」
を
受
け
た
と
推
測
す
る
。
　
し
た
が
っ
て
、
道
綽
は
「
大
船
」
と
い
う
表
現
か
ら
、「
大
悲
の
船
」
と
い
う
阿
弥
陀
仏
の
大
悲
に
よ
っ
て
一
切
衆
生
を
済
運
す
る
仏
道
、
す
な
わ
ち
易
行
道
と
同
様
の
意
義
を
見
出
し
、
善
知
識
が
そ
れ
ら
を
説
く
存
在
に
し
た
と
い
え
る
。
第
五
「
絙
縄
」
❺
善
知
識
は
是
汝
が
絙
縄
な
り
、
能
く
汝
等
を
挽
き
抜
き
て
生
死
を
出
す
が
故
な
り
。
㋭
善
知
識
は
是
汝
が
絙
縄
な
り
。
汝
等
を
〔
挽
抜
〕
て
地
獄
か
ら
離
れ
る
が
故
に
。
　
衆
生
を
生
死
か
ら
引
き
抜
い
て
出
離
さ
せ
る
大
き
な
縄
の
よ
う
（
）
6
50
な
は
た
ら
き
を
す
る
、
と
表
現
さ
れ
る
箇
所
で
あ
る
。『
安
楽
集
』
の
他
の
箇
所
で
「
絙
縄
」
と
表
現
さ
れ
る
箇
所
は
確
認
で
き
な
い
。
こ
こ
で
道
綽
は
、「
地
獄
」
で
は
な
く
「
生
死
」
と
表
現
す
る
こ
と
で
、
衆
生
の
迷
い
を
表
現
す
る
。
道
綽
は
生
死
に
つ
い
て
、『
安
楽
集
』
第
三
大
門
第
三
で
五
つ
の
問
答
を
設
け
て
、
衆
生
が
無
始
よ
り
今
に
至
る
ま
で
、
窮
ま
る
こ
と
の
無
い
苦
し
み
を
無
数
に
受
け
て
い
る
こ
と
を
明
か
す
と
い
う
主
題
を
設
け
る
。
そ
の
箇
所
で
道
綽
の
生
死
観
を
確
認
す
る
。
　
道
綽
は
、『
安
楽
集
』
第
三
大
門
第
三
の
第
五
番
目
の
問
答
に
お
い
て
、
ま
ず
『
涅
槃
経
』
の
「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
」
と
説
か
れ
る
こ
と
に
対
し
て
、
な
ぜ
昔
か
ら
諸
仏
に
値
っ
て
き
た
の
に
、
火
宅
無
常
の
世
界
を
出
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
を
問
う
。
そ
れ
に
対
す
る
応
答
と
し
て
道
綽
は
、
二
種
の
勝
れ
た
法
を
得
て
、
生
死
の
迷
い
を
離
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
と
理
由
を
述
べ
た
後
、
そ
う
で
あ
る
か
ら
火
宅
無
常
の
世
界
か
ら
出
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
と
論
じ
る
。
す
な
わ
ち
、
自
ら
の
執
着
か
ら
離
れ
よ
う
と
し
な
い
こ
と
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
に
、
聖
道
・
往
生
浄
土
の
二
門
を
開
き
、
聖
道
門
に
つ
い
て
は
「
二
由
一
証
」
に
よ
っ
て
聖
道
門
に
お
け
る
修
道
の
不
可
能
性
を
明
か
す
。
浄
土
門
に
お
い
て
は
、
一
生
悪
を
造
る
者
も
十
念
相
続
し
て
名
号
を
称
え
れ
ば
浄
土
に
往
生
す
る
、
と
い
う
『
大
経
』
第
十
八
願
と
『
観
経
』
下
下
品
を
併
合
し
た
文
を
造
っ
て
証
明
す
る
。
続
く
文
で
、
道
綽
は
次
の
よ
う
に
衆
生
の
あ
り
方
を
示
す
。
又
復
一
切
衆
生
、
都
て
自
ら
量
ら
ず
。
若
し
大
乗
に
拠
ら
ば
、
真
如
実
相
第
一
義
空
、
曽
て
未
だ
心
に
措
か
ず
。
若
し
小
乗
を
論
ぜ
ば
、
見
諦
修
道
に
修
入
し
、
乃
至
那
含
・
羅
漢
・
五
下
を
断
じ
五
上
を
除
く
こ
と
、
道
俗
を
問
う
こ
と
無
く
、
未
だ
其
の
分
に
有
ら
ず
。
縦
い
人
天
の
果
報
有
る
も
、
皆
五
戒
・
十
善
の
為
に
能
く
此
の
報
を
招
く
。
然
る
に
持
ち
得
る
者
は
甚
だ
希
な
り
。
若
し
起
悪
造
罪
を
論
ぜ
ば
、
何
ぞ
暴
風
駛
雨
に
異
な
ら
ん
。 
（『
真
聖
全
』
一
・
四
一
〇
頁
）
　
こ
こ
で
道
綽
は
、
聖
道
門
に
お
け
る
大
乗
と
小
乗
の
聖
教
を
出
し
、
ど
ち
ら
も
達
す
る
こ
と
な
く
、
衆
生
は
そ
の
よ
う
な
分
際
で
な
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、「
起
悪
造
罪
を
論
」
じ
る
箇
所
で
は
、
吹
き
荒
れ
る
風
の
よ
う
で
、
轟
轟
と
降
る
雨
の
よ
う
で
あ
る
、
と
衆
生
の
相
を
示
す
。
ま
た
、
道
綽
自
身
も
、
余
既
に
自
ら
火
界
に
居
し
て
実
に
想
う
に
怖
を
懐
け
り
。
仰
い
で
惟
み
れ
ば
、
大
聖
三
車
も
っ
て
招
慰
し
、
且
く
羊
鹿
の
運
、
権
息
未
だ
達
せ
ず
。
仏
、
邪
執
は
上
求
菩
提
を
鄣
う
と
訶
し
た
ま
う
。
縦
い
後
に
回
向
す
る
も
仍
迂
回
と
名
く
。
若
し
径
に
大
車
に
攀
づ
る
も
、
亦
是
一
途
な
り
。
只
恐
ら
く
は
現
に
退
位
に
居
し
て
険
径
遥
長
な
る
こ
と
を
。
自
徳
未
だ
立
51
た
ず
、
昇
進
す
可
き
こ
と
難
し
。
 
（『
真
聖
全
』
一
・
四
〇
五
頁
）
と
自
身
が
火
界
か
ら
出
ら
れ
ず
に
生
死
を
回
り
、
苦
を
受
け
る
こ
と
で
修
道
が
不
可
能
な
身
で
あ
る
こ
と
を
告
白
す
る
。
衆
生
は
「
暴
風
駛
有
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
何
か
が
あ
れ
ば
心
は
掻
き
乱
さ
れ
る
存
在
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
衆
生
を
生
死
か
ら
引
き
抜
く
よ
う
な
存
在
と
し
て
善
知
識
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
以
上
、
第
一
「
能
く
深
法
を
説
く
」
で
は
、「
説
く
」
と
い
う
表
現
に
注
目
し
、
真
如
に
適
っ
た
法
を
説
く
存
在
が
善
知
識
で
あ
る
と
述
べ
た
。
第
二
「
父
母
」
で
は
、
第
二
大
門
第
二
か
ら
「
父
母
」
は
諸
仏
に
当
た
り
、
法
身
の
菩
提
心
を
養
育
す
る
存
在
が
善
知
識
で
あ
る
と
述
べ
た
。
第
三
「
眼
目
」
で
は
、「
一
切
善
悪
の
道
」
と
い
う
表
現
に
注
目
し
、
第
三
大
門
第
三
所
引
の
『
目
連
所
問
経
』
に
説
示
さ
れ
る
難
行
道
と
易
行
道
と
を
見
抜
く
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
「
智
慧
の
眼
」
を
有
す
る
存
在
が
善
知
識
で
あ
る
と
述
べ
た
。
第
四
「
大
船
」
で
は
、『
安
楽
集
』
第
三
大
門
第
一
に
示
さ
れ
る
曇
鸞
『
浄
土
論
註
』
か
ら
、
易
行
道
の
譬
喩
で
示
さ
れ
る
こ
と
が
船
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、『
安
楽
集
』
第
八
大
門
第
三
で
引
用
さ
れ
る
『
大
智
度
論
』
の
「
大
悲
の
船
」
を
通
し
て
、
「
大
船
」
が
「
大
悲
の
船
」
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
そ
れ
は
、
迷
い
の
世
界
か
ら
出
離
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
衆
生
を
、
ど
こ
ま
で
も
善
知
識
が
済
度
し
よ
う
と
す
る
意
欲
で
あ
り
、
阿
弥
陀
仏
の
は
た
ら
き
に
順
じ
よ
う
と
す
る
存
在
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
、
易
行
道
の
善
知
識
は
、
阿
弥
陀
仏
の
は
た
ら
き
に
順
じ
て
衆
生
を
済
度
し
よ
う
と
す
る
存
在
な
の
で
あ
る
。
第
五
「
絙
縄
」
で
は
、
『
安
楽
集
』
第
三
大
門
第
三
か
ら
、
衆
生
が
「
起
悪
造
罪
」
の
身
で
あ
り
、「
暴
風
駛
雨
」
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、
修
道
不
可
能
な
身
で
あ
る
と
い
う
道
綽
の
告
白
に
よ
っ
て
、
衆
生
が
生
死
の
世
界
を
回
っ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
、
善
知
識
が
衆
生
済
度
す
る
存
在
で
あ
る
と
述
べ
た
。
　
こ
れ
ら
を
通
す
と
、『
安
楽
集
』
所
引
の
『
法
句
経
』
で
説
示
さ
れ
る
「
善
知
識
」
と
は
、
諸
仏
と
し
て
、
阿
弥
陀
仏
の
大
悲
や
易
行
道
を
勧
め
て
衆
生
に
菩
提
心
を
増
長
さ
せ
る
面
と
仏
道
を
開
示
す
る
面
の
二
側
面
を
も
つ
存
在
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
と
了
解
で
き
る
。
つ
ま
り
、『
法
句
経
』
に
説
示
さ
れ
る
善
知
識
は
、
通
仏
教
的
な
定
義
を
表
現
す
る
の
で
は
な
く
、
諸
仏
と
し
て
阿
弥
陀
仏
を
周
知
す
る
存
在
、
ま
た
は
衆
生
を
浄
土
門
へ
と
導
く
存
在
と
了
解
で
き
る
。二
、「
西
に
帰
す
べ
し
」
　
前
節
の
考
察
で
は
、『
法
句
経
』
に
説
示
さ
れ
る
善
知
識
の
五
つ
の
譬
喩
が
、
衆
生
に
阿
弥
陀
仏
を
周
知
し
、
浄
土
門
を
開
示
す
50
な
は
た
ら
き
を
す
る
、
と
表
現
さ
れ
る
箇
所
で
あ
る
。『
安
楽
集
』
の
他
の
箇
所
で
「
絙
縄
」
と
表
現
さ
れ
る
箇
所
は
確
認
で
き
な
い
。
こ
こ
で
道
綽
は
、「
地
獄
」
で
は
な
く
「
生
死
」
と
表
現
す
る
こ
と
で
、
衆
生
の
迷
い
を
表
現
す
る
。
道
綽
は
生
死
に
つ
い
て
、『
安
楽
集
』
第
三
大
門
第
三
で
五
つ
の
問
答
を
設
け
て
、
衆
生
が
無
始
よ
り
今
に
至
る
ま
で
、
窮
ま
る
こ
と
の
無
い
苦
し
み
を
無
数
に
受
け
て
い
る
こ
と
を
明
か
す
と
い
う
主
題
を
設
け
る
。
そ
の
箇
所
で
道
綽
の
生
死
観
を
確
認
す
る
。
　
道
綽
は
、『
安
楽
集
』
第
三
大
門
第
三
の
第
五
番
目
の
問
答
に
お
い
て
、
ま
ず
『
涅
槃
経
』
の
「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
」
と
説
か
れ
る
こ
と
に
対
し
て
、
な
ぜ
昔
か
ら
諸
仏
に
値
っ
て
き
た
の
に
、
火
宅
無
常
の
世
界
を
出
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
を
問
う
。
そ
れ
に
対
す
る
応
答
と
し
て
道
綽
は
、
二
種
の
勝
れ
た
法
を
得
て
、
生
死
の
迷
い
を
離
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
と
理
由
を
述
べ
た
後
、
そ
う
で
あ
る
か
ら
火
宅
無
常
の
世
界
か
ら
出
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
と
論
じ
る
。
す
な
わ
ち
、
自
ら
の
執
着
か
ら
離
れ
よ
う
と
し
な
い
こ
と
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
に
、
聖
道
・
往
生
浄
土
の
二
門
を
開
き
、
聖
道
門
に
つ
い
て
は
「
二
由
一
証
」
に
よ
っ
て
聖
道
門
に
お
け
る
修
道
の
不
可
能
性
を
明
か
す
。
浄
土
門
に
お
い
て
は
、
一
生
悪
を
造
る
者
も
十
念
相
続
し
て
名
号
を
称
え
れ
ば
浄
土
に
往
生
す
る
、
と
い
う
『
大
経
』
第
十
八
願
と
『
観
経
』
下
下
品
を
併
合
し
た
文
を
造
っ
て
証
明
す
る
。
続
く
文
で
、
道
綽
は
次
の
よ
う
に
衆
生
の
あ
り
方
を
示
す
。
又
復
一
切
衆
生
、
都
て
自
ら
量
ら
ず
。
若
し
大
乗
に
拠
ら
ば
、
真
如
実
相
第
一
義
空
、
曽
て
未
だ
心
に
措
か
ず
。
若
し
小
乗
を
論
ぜ
ば
、
見
諦
修
道
に
修
入
し
、
乃
至
那
含
・
羅
漢
・
五
下
を
断
じ
五
上
を
除
く
こ
と
、
道
俗
を
問
う
こ
と
無
く
、
未
だ
其
の
分
に
有
ら
ず
。
縦
い
人
天
の
果
報
有
る
も
、
皆
五
戒
・
十
善
の
為
に
能
く
此
の
報
を
招
く
。
然
る
に
持
ち
得
る
者
は
甚
だ
希
な
り
。
若
し
起
悪
造
罪
を
論
ぜ
ば
、
何
ぞ
暴
風
駛
雨
に
異
な
ら
ん
。 
（『
真
聖
全
』
一
・
四
一
〇
頁
）
　
こ
こ
で
道
綽
は
、
聖
道
門
に
お
け
る
大
乗
と
小
乗
の
聖
教
を
出
し
、
ど
ち
ら
も
達
す
る
こ
と
な
く
、
衆
生
は
そ
の
よ
う
な
分
際
で
な
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、「
起
悪
造
罪
を
論
」
じ
る
箇
所
で
は
、
吹
き
荒
れ
る
風
の
よ
う
で
、
轟
轟
と
降
る
雨
の
よ
う
で
あ
る
、
と
衆
生
の
相
を
示
す
。
ま
た
、
道
綽
自
身
も
、
余
既
に
自
ら
火
界
に
居
し
て
実
に
想
う
に
怖
を
懐
け
り
。
仰
い
で
惟
み
れ
ば
、
大
聖
三
車
も
っ
て
招
慰
し
、
且
く
羊
鹿
の
運
、
権
息
未
だ
達
せ
ず
。
仏
、
邪
執
は
上
求
菩
提
を
鄣
う
と
訶
し
た
ま
う
。
縦
い
後
に
回
向
す
る
も
仍
迂
回
と
名
く
。
若
し
径
に
大
車
に
攀
づ
る
も
、
亦
是
一
途
な
り
。
只
恐
ら
く
は
現
に
退
位
に
居
し
て
険
径
遥
長
な
る
こ
と
を
。
自
徳
未
だ
立
51
た
ず
、
昇
進
す
可
き
こ
と
難
し
。
 
（『
真
聖
全
』
一
・
四
〇
五
頁
）
と
自
身
が
火
界
か
ら
出
ら
れ
ず
に
生
死
を
回
り
、
苦
を
受
け
る
こ
と
で
修
道
が
不
可
能
な
身
で
あ
る
こ
と
を
告
白
す
る
。
衆
生
は
「
暴
風
駛
有
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
何
か
が
あ
れ
ば
心
は
掻
き
乱
さ
れ
る
存
在
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
衆
生
を
生
死
か
ら
引
き
抜
く
よ
う
な
存
在
と
し
て
善
知
識
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
以
上
、
第
一
「
能
く
深
法
を
説
く
」
で
は
、「
説
く
」
と
い
う
表
現
に
注
目
し
、
真
如
に
適
っ
た
法
を
説
く
存
在
が
善
知
識
で
あ
る
と
述
べ
た
。
第
二
「
父
母
」
で
は
、
第
二
大
門
第
二
か
ら
「
父
母
」
は
諸
仏
に
当
た
り
、
法
身
の
菩
提
心
を
養
育
す
る
存
在
が
善
知
識
で
あ
る
と
述
べ
た
。
第
三
「
眼
目
」
で
は
、「
一
切
善
悪
の
道
」
と
い
う
表
現
に
注
目
し
、
第
三
大
門
第
三
所
引
の
『
目
連
所
問
経
』
に
説
示
さ
れ
る
難
行
道
と
易
行
道
と
を
見
抜
く
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
「
智
慧
の
眼
」
を
有
す
る
存
在
が
善
知
識
で
あ
る
と
述
べ
た
。
第
四
「
大
船
」
で
は
、『
安
楽
集
』
第
三
大
門
第
一
に
示
さ
れ
る
曇
鸞
『
浄
土
論
註
』
か
ら
、
易
行
道
の
譬
喩
で
示
さ
れ
る
こ
と
が
船
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、『
安
楽
集
』
第
八
大
門
第
三
で
引
用
さ
れ
る
『
大
智
度
論
』
の
「
大
悲
の
船
」
を
通
し
て
、
「
大
船
」
が
「
大
悲
の
船
」
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
そ
れ
は
、
迷
い
の
世
界
か
ら
出
離
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
衆
生
を
、
ど
こ
ま
で
も
善
知
識
が
済
度
し
よ
う
と
す
る
意
欲
で
あ
り
、
阿
弥
陀
仏
の
は
た
ら
き
に
順
じ
よ
う
と
す
る
存
在
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
、
易
行
道
の
善
知
識
は
、
阿
弥
陀
仏
の
は
た
ら
き
に
順
じ
て
衆
生
を
済
度
し
よ
う
と
す
る
存
在
な
の
で
あ
る
。
第
五
「
絙
縄
」
で
は
、
『
安
楽
集
』
第
三
大
門
第
三
か
ら
、
衆
生
が
「
起
悪
造
罪
」
の
身
で
あ
り
、「
暴
風
駛
雨
」
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、
修
道
不
可
能
な
身
で
あ
る
と
い
う
道
綽
の
告
白
に
よ
っ
て
、
衆
生
が
生
死
の
世
界
を
回
っ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
、
善
知
識
が
衆
生
済
度
す
る
存
在
で
あ
る
と
述
べ
た
。
　
こ
れ
ら
を
通
す
と
、『
安
楽
集
』
所
引
の
『
法
句
経
』
で
説
示
さ
れ
る
「
善
知
識
」
と
は
、
諸
仏
と
し
て
、
阿
弥
陀
仏
の
大
悲
や
易
行
道
を
勧
め
て
衆
生
に
菩
提
心
を
増
長
さ
せ
る
面
と
仏
道
を
開
示
す
る
面
の
二
側
面
を
も
つ
存
在
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
と
了
解
で
き
る
。
つ
ま
り
、『
法
句
経
』
に
説
示
さ
れ
る
善
知
識
は
、
通
仏
教
的
な
定
義
を
表
現
す
る
の
で
は
な
く
、
諸
仏
と
し
て
阿
弥
陀
仏
を
周
知
す
る
存
在
、
ま
た
は
衆
生
を
浄
土
門
へ
と
導
く
存
在
と
了
解
で
き
る
。二
、「
西
に
帰
す
べ
し
」
　
前
節
の
考
察
で
は
、『
法
句
経
』
に
説
示
さ
れ
る
善
知
識
の
五
つ
の
譬
喩
が
、
衆
生
に
阿
弥
陀
仏
を
周
知
し
、
浄
土
門
を
開
示
す
52
る
存
在
で
あ
る
と
述
べ
た
。
こ
こ
か
ら
は
、『
法
句
経
』
引
用
に
続
く
文
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
道
綽
は
『
法
句
経
』
を
受
け
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
又
勧
め
て
、
衆
生
の
与
に
善
知
識
と
作
る
と
雖
も
、
必
ず
須
く
西
に
帰
す
べ
し
。 
（『
真
聖
全
』
一
・
四
三
六
頁
）
　
こ
こ
で
善
知
識
の
課
題
に
つ
い
て
転
換
が
あ
る
。
最
初
は
、
「
衆
生
の
与
に
善
知
識
と
作
る
」
と
い
う
課
題
の
も
と
『
法
句
経
』
が
引
用
さ
れ
た
。
だ
が
、「
雖
も
」
と
い
う
語
は
逆
接
の
確
定
条
件
を
表
す
た
め
、「
衆
生
の
与
に
善
知
識
と
作
る
」
こ
と
が
主
題
に
な
る
の
で
は
な
く
、
一
切
衆
生
及
び
善
知
識
に
対
し
て
「
必
ず
須
く
西
に
帰
す
べ
し
」
と
い
う
課
題
の
転
換
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
そ
し
て
道
綽
は
、「
西
に
帰
す
」
こ
と
を
強
調
す
る
よ
う
に
、
生
死
の
世
界
は
「
違
順
の
境
」
で
あ
る
と
述
べ
、
思
い
通
り
に
な
る
こ
と
や
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
世
界
で
あ
る
事
実
を
指
摘
す
る
。
こ
の
世
界
は
、
私
た
ち
が
住
む
世
界
に
他
な
ら
ず
、
衆
生
は
思
い
通
り
に
物
事
が
進
め
ば
善
い
と
思
う
が
、
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
と
悪
い
と
捉
え
る
。
そ
の
よ
う
に
衆
生
が
世
界
を
受
け
と
め
る
と
、
仏
道
修
行
も
容
易
に
退
転
す
る
こ
と
を
述
べ
、
舎
利
弗
が
菩
薩
道
を
退
転
し
た
例
え
を
次
の
よ
う
に
示
す
。
是
の
故
に
舎
利
弗
、
此
に
於
て
発
心
し
て
菩
薩
の
行
を
修
す
る
こ
と
、
已
に
六
十
劫
を
経
た
り
。
悪
知
識
の
乞
眼
の
因
縁
に
逢
い
て
、
遂
に
即
ち
退
転
す
。
故
に
知
ん
ぬ
、
火
界
に
し
て
道
を
修
す
る
こ
と
は
甚
だ
難
し
。
故
に
西
方
に
勧
帰
せ
し
む
。 
（『
真
聖
全
』
一
・
四
三
六
頁
）
　
道
綽
は
、
火
界
に
お
い
て
仏
道
を
修
す
る
こ
と
が
甚
だ
難
し
い
こ
と
を
舎
利
弗
の
例
に
よ
っ
て
示
し
、
西
方
浄
土
へ
勧
帰
す
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、「
乞
眼
の
因
緣
」
と
は
、『
大
智
度
論
』
巻
十
二
の
次
の
こ
と
に
由
来
す
る
。
舎
利
弗
の
如
き
は
、
六
十
劫
の
中
に
於
て
菩
薩
の
道
を
行
じ
、
布
施
の
河
を
渡
ら
ん
と
欲
す
。
時
に
乞
人
有
り
。
来
っ
て
其
の
眼
を
乞
う
。
舎
利
弗
言
く
、
眼
は
所
住
無
け
ん
、
何
を
以
て
之
を
索
む
る
や
。
若
し
我
身
及
び
財
物
を
須
い
ば
当
に
以
て
与
う
べ
し
。
答
て
言
く
、
汝
が
身
及
び
財
物
を
須
い
ず
。
唯
眼
を
得
ん
と
欲
す
。
汝
実
に
檀
を
行
ぜ
ば
眼
を
与
え
よ
。
爾
の
時
舎
利
弗
、
一
眼
を
出
し
て
之
を
与
う
。
乞
者
眼
を
得
、
舎
利
弗
の
前
に
於
て
之
を
嗅
ぎ
、
臭
を
嫌
っ
て
唾
し
て
地
に
棄
て
、
又
脚
を
以
て
踏
む
。
舎
利
弗
思
惟
し
て
言
く
、
此
の
如
き
弊
人
等
度
し
難
き
な
り
。
眼
実
に
用
無
く
し
て
強
て
之
を
索
め
、
既
に
得
て
棄
て
て
又
脚
を
以
て
踏
む
。
何
ぞ
弊
の
甚
し
き
や
。
此
の
如
き
人
輩
度
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
自
調
し
て
早
く
生
死
を
脱
せ
ん
に
は
如
か
ず
と
。
是
を
思
惟
し
已
53
て
菩
薩
の
道
を
退
し
、
小
乗
に
回
向
す
。
是
を
不
到
彼
岸
と
名
く
。 
（『
大
正
蔵
』
巻
二
十
五
・
一
四
五
ａ
）
　
舎
利
弗
が
布
施
行
を
修
し
て
い
る
と
き
、
眼
を
求
め
る
乞
人
が
や
っ
て
来
て
、
そ
の
者
に
眼
を
与
え
る
。
そ
う
す
る
と
、
乞
人
は
渡
さ
れ
た
眼
の
臭
い
を
嫌
っ
て
地
に
投
げ
つ
け
唾
を
吐
き
、
そ
の
眼
を
踏
み
潰
し
た
。
そ
の
行
為
に
対
し
て
、
救
い
よ
う
の
な
い
者
で
あ
る
と
怒
り
を
抱
い
た
舎
利
弗
は
菩
薩
道
を
退
転
す
る
と
い
う
話
で
あ
る
。
こ
の
因
縁
は
、
生
死
の
世
界
に
お
い
て
菩
薩
道
が
如
何
に
難
し
い
か
を
表
現
し
て
い
る
が
、
道
綽
が
こ
の
乞
人
を
、
「
悪
知
識
の
0
0
0
0
乞
眼
の
因
縁
に
逢
い
て
」
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
は
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
仏
道
修
行
の
退
転
を
表
現
す
る
因
縁
の
中
で
、
道
綽
が
乞
人
を
善
知
識
と
対
に
な
る
「
悪
知
識
」
と
称
し
た
の
は
、
求
道
者
の
修
道
を
妨
げ
る
者
を
強
く
批
判
し
て
い
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
安
楽
集
』
第
四
大
門
第
二
で
引
用
さ
れ
る
『
大
智
度
論
』
で
は
、
悪
知
識
に
遇
っ
て
智
慧
を
誹
謗
し
て
悪
道
に
堕
す
衆
生
を
示
し
、
善
知
識
に
依
っ
て
念
仏
三
昧
を
教
授
し
修
行
し
て
、
諸
々
の
障
り
を
併
せ
遣
わ
し
て
解
脱
を
得
る
大
益
が
示
さ
れ
る
。
道
綽
は
悪
道
に
堕
す
存
在
を
悪
知
識
と
見
定
め
、
偏
に
善
知
識
に
依
る
こ
と
を
勧
め
る
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、「
衆
生
の
与
に
善
知
識
と
作
る
」
と
は
い
っ
て
も
、
一
切
衆
生
及
び
善
知
識
が
「
西
方
に
帰
」
す
る
こ
と
が
基
軸
と
な
る
の
で
あ
る
。
　
舎
利
弗
の
例
え
が
出
さ
れ
た
後
、
道
綽
は
「
西
（
方
）」
が
ど
の
よ
う
な
処
か
、『
大
経
』
を
次
の
よ
う
に
引
用
し
て
証
明
す
る
。
一
た
び
往
生
を
得
つ
れ
ば
、
三
学
自
然
に
勝
進
し
て
万
行
普
く
備
わ
る
。
故
に
『
大
経
』
に
云
く
、「
弥
陀
の
浄
国
は
造
悪
の
地
、
毛
髪
許
り
の
如
き
も
無
け
れ
ば
な
り
」
と
。
 
（『
真
聖
全
』
一
・
四
三
六
〜
四
三
七
頁
）
　
こ
こ
で
道
綽
は
、「
衆
生
が
一
度
で
も
浄
土
に
往
生
す
れ
ば
、
戒
・
定
・
慧
の
三
学
が
自
然
に
進
ん
で
い
き
、
数
多
の
修
行
の
功
徳
が
具
わ
る
。
そ
れ
は
『
大
経
』
に
阿
弥
陀
仏
の
清
ら
か
な
国
は
、
悪
を
造
る
余
地
が
一
つ
も
無
い
よ
う
な
処
で
あ
る
」
と
い
う
経
言
に
よ
っ
て
証
明
し
て
い
る
。
道
綽
が
語
る
「
一
た
び
往
生
を
得
つ
れ
ば
、
三
学
自
然
に
勝
進
し
て
万
行
普
く
備
わ
る
」
は
、『
大
経
』
に
説
か
れ
る
「
彼
の
仏
の
国
土
は
、
無
為
自
然
に
し
て
、
皆
衆
の
善
を
積
み
、
毛
髪
の
悪
も
無
け
れ
ば
な
り
」
に
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、『
大
経
』
に
説
か
れ
る
「
無
為
自
然
」
の
語
は
、『
安
楽
集
』
で
「
三
学
自
然
に
勝
進
し
て
」
と
意
義
を
等
し
く
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
に
よ
っ
て
成
就
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
だ
。
つ
ま
り
、「
西
に
帰
す
」
こ
と
は
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
を
憑
む
こ
と
に
他
な
ら
な
い
こ
と
を
『
大
経
』
に
よ
っ
て
証
明
し
た
の
で
あ
る
。
（
）
7
（
）
8
（
）
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52
る
存
在
で
あ
る
と
述
べ
た
。
こ
こ
か
ら
は
、『
法
句
経
』
引
用
に
続
く
文
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
道
綽
は
『
法
句
経
』
を
受
け
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
又
勧
め
て
、
衆
生
の
与
に
善
知
識
と
作
る
と
雖
も
、
必
ず
須
く
西
に
帰
す
べ
し
。 
（『
真
聖
全
』
一
・
四
三
六
頁
）
　
こ
こ
で
善
知
識
の
課
題
に
つ
い
て
転
換
が
あ
る
。
最
初
は
、
「
衆
生
の
与
に
善
知
識
と
作
る
」
と
い
う
課
題
の
も
と
『
法
句
経
』
が
引
用
さ
れ
た
。
だ
が
、「
雖
も
」
と
い
う
語
は
逆
接
の
確
定
条
件
を
表
す
た
め
、「
衆
生
の
与
に
善
知
識
と
作
る
」
こ
と
が
主
題
に
な
る
の
で
は
な
く
、
一
切
衆
生
及
び
善
知
識
に
対
し
て
「
必
ず
須
く
西
に
帰
す
べ
し
」
と
い
う
課
題
の
転
換
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
そ
し
て
道
綽
は
、「
西
に
帰
す
」
こ
と
を
強
調
す
る
よ
う
に
、
生
死
の
世
界
は
「
違
順
の
境
」
で
あ
る
と
述
べ
、
思
い
通
り
に
な
る
こ
と
や
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
世
界
で
あ
る
事
実
を
指
摘
す
る
。
こ
の
世
界
は
、
私
た
ち
が
住
む
世
界
に
他
な
ら
ず
、
衆
生
は
思
い
通
り
に
物
事
が
進
め
ば
善
い
と
思
う
が
、
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
と
悪
い
と
捉
え
る
。
そ
の
よ
う
に
衆
生
が
世
界
を
受
け
と
め
る
と
、
仏
道
修
行
も
容
易
に
退
転
す
る
こ
と
を
述
べ
、
舎
利
弗
が
菩
薩
道
を
退
転
し
た
例
え
を
次
の
よ
う
に
示
す
。
是
の
故
に
舎
利
弗
、
此
に
於
て
発
心
し
て
菩
薩
の
行
を
修
す
る
こ
と
、
已
に
六
十
劫
を
経
た
り
。
悪
知
識
の
乞
眼
の
因
縁
に
逢
い
て
、
遂
に
即
ち
退
転
す
。
故
に
知
ん
ぬ
、
火
界
に
し
て
道
を
修
す
る
こ
と
は
甚
だ
難
し
。
故
に
西
方
に
勧
帰
せ
し
む
。 
（『
真
聖
全
』
一
・
四
三
六
頁
）
　
道
綽
は
、
火
界
に
お
い
て
仏
道
を
修
す
る
こ
と
が
甚
だ
難
し
い
こ
と
を
舎
利
弗
の
例
に
よ
っ
て
示
し
、
西
方
浄
土
へ
勧
帰
す
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、「
乞
眼
の
因
緣
」
と
は
、『
大
智
度
論
』
巻
十
二
の
次
の
こ
と
に
由
来
す
る
。
舎
利
弗
の
如
き
は
、
六
十
劫
の
中
に
於
て
菩
薩
の
道
を
行
じ
、
布
施
の
河
を
渡
ら
ん
と
欲
す
。
時
に
乞
人
有
り
。
来
っ
て
其
の
眼
を
乞
う
。
舎
利
弗
言
く
、
眼
は
所
住
無
け
ん
、
何
を
以
て
之
を
索
む
る
や
。
若
し
我
身
及
び
財
物
を
須
い
ば
当
に
以
て
与
う
べ
し
。
答
て
言
く
、
汝
が
身
及
び
財
物
を
須
い
ず
。
唯
眼
を
得
ん
と
欲
す
。
汝
実
に
檀
を
行
ぜ
ば
眼
を
与
え
よ
。
爾
の
時
舎
利
弗
、
一
眼
を
出
し
て
之
を
与
う
。
乞
者
眼
を
得
、
舎
利
弗
の
前
に
於
て
之
を
嗅
ぎ
、
臭
を
嫌
っ
て
唾
し
て
地
に
棄
て
、
又
脚
を
以
て
踏
む
。
舎
利
弗
思
惟
し
て
言
く
、
此
の
如
き
弊
人
等
度
し
難
き
な
り
。
眼
実
に
用
無
く
し
て
強
て
之
を
索
め
、
既
に
得
て
棄
て
て
又
脚
を
以
て
踏
む
。
何
ぞ
弊
の
甚
し
き
や
。
此
の
如
き
人
輩
度
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
自
調
し
て
早
く
生
死
を
脱
せ
ん
に
は
如
か
ず
と
。
是
を
思
惟
し
已
53
て
菩
薩
の
道
を
退
し
、
小
乗
に
回
向
す
。
是
を
不
到
彼
岸
と
名
く
。 
（『
大
正
蔵
』
巻
二
十
五
・
一
四
五
ａ
）
　
舎
利
弗
が
布
施
行
を
修
し
て
い
る
と
き
、
眼
を
求
め
る
乞
人
が
や
っ
て
来
て
、
そ
の
者
に
眼
を
与
え
る
。
そ
う
す
る
と
、
乞
人
は
渡
さ
れ
た
眼
の
臭
い
を
嫌
っ
て
地
に
投
げ
つ
け
唾
を
吐
き
、
そ
の
眼
を
踏
み
潰
し
た
。
そ
の
行
為
に
対
し
て
、
救
い
よ
う
の
な
い
者
で
あ
る
と
怒
り
を
抱
い
た
舎
利
弗
は
菩
薩
道
を
退
転
す
る
と
い
う
話
で
あ
る
。
こ
の
因
縁
は
、
生
死
の
世
界
に
お
い
て
菩
薩
道
が
如
何
に
難
し
い
か
を
表
現
し
て
い
る
が
、
道
綽
が
こ
の
乞
人
を
、
「
悪
知
識
の
0
0
0
0
乞
眼
の
因
縁
に
逢
い
て
」
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
は
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
仏
道
修
行
の
退
転
を
表
現
す
る
因
縁
の
中
で
、
道
綽
が
乞
人
を
善
知
識
と
対
に
な
る
「
悪
知
識
」
と
称
し
た
の
は
、
求
道
者
の
修
道
を
妨
げ
る
者
を
強
く
批
判
し
て
い
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
安
楽
集
』
第
四
大
門
第
二
で
引
用
さ
れ
る
『
大
智
度
論
』
で
は
、
悪
知
識
に
遇
っ
て
智
慧
を
誹
謗
し
て
悪
道
に
堕
す
衆
生
を
示
し
、
善
知
識
に
依
っ
て
念
仏
三
昧
を
教
授
し
修
行
し
て
、
諸
々
の
障
り
を
併
せ
遣
わ
し
て
解
脱
を
得
る
大
益
が
示
さ
れ
る
。
道
綽
は
悪
道
に
堕
す
存
在
を
悪
知
識
と
見
定
め
、
偏
に
善
知
識
に
依
る
こ
と
を
勧
め
る
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、「
衆
生
の
与
に
善
知
識
と
作
る
」
と
は
い
っ
て
も
、
一
切
衆
生
及
び
善
知
識
が
「
西
方
に
帰
」
す
る
こ
と
が
基
軸
と
な
る
の
で
あ
る
。
　
舎
利
弗
の
例
え
が
出
さ
れ
た
後
、
道
綽
は
「
西
（
方
）」
が
ど
の
よ
う
な
処
か
、『
大
経
』
を
次
の
よ
う
に
引
用
し
て
証
明
す
る
。
一
た
び
往
生
を
得
つ
れ
ば
、
三
学
自
然
に
勝
進
し
て
万
行
普
く
備
わ
る
。
故
に
『
大
経
』
に
云
く
、「
弥
陀
の
浄
国
は
造
悪
の
地
、
毛
髪
許
り
の
如
き
も
無
け
れ
ば
な
り
」
と
。
 
（『
真
聖
全
』
一
・
四
三
六
〜
四
三
七
頁
）
　
こ
こ
で
道
綽
は
、「
衆
生
が
一
度
で
も
浄
土
に
往
生
す
れ
ば
、
戒
・
定
・
慧
の
三
学
が
自
然
に
進
ん
で
い
き
、
数
多
の
修
行
の
功
徳
が
具
わ
る
。
そ
れ
は
『
大
経
』
に
阿
弥
陀
仏
の
清
ら
か
な
国
は
、
悪
を
造
る
余
地
が
一
つ
も
無
い
よ
う
な
処
で
あ
る
」
と
い
う
経
言
に
よ
っ
て
証
明
し
て
い
る
。
道
綽
が
語
る
「
一
た
び
往
生
を
得
つ
れ
ば
、
三
学
自
然
に
勝
進
し
て
万
行
普
く
備
わ
る
」
は
、『
大
経
』
に
説
か
れ
る
「
彼
の
仏
の
国
土
は
、
無
為
自
然
に
し
て
、
皆
衆
の
善
を
積
み
、
毛
髪
の
悪
も
無
け
れ
ば
な
り
」
に
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、『
大
経
』
に
説
か
れ
る
「
無
為
自
然
」
の
語
は
、『
安
楽
集
』
で
「
三
学
自
然
に
勝
進
し
て
」
と
意
義
を
等
し
く
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
に
よ
っ
て
成
就
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
だ
。
つ
ま
り
、「
西
に
帰
す
」
こ
と
は
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
を
憑
む
こ
と
に
他
な
ら
な
い
こ
と
を
『
大
経
』
に
よ
っ
て
証
明
し
た
の
で
あ
る
。
（
）
7
（
）
8
（
）
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し
た
が
っ
て
、「
西
に
帰
す
」
と
い
う
こ
と
は
、
阿
弥
陀
仏
の
清
浄
な
る
国
土
を
拠
り
処
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
一
度
で
も
悪
業
無
き
場
所
に
往
生
す
れ
ば
、
阿
弥
陀
仏
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
、
退
転
す
る
こ
と
に
怯
え
ず
自
然
に
修
道
す
る
の
で
あ
る
。
　
ま
た
、「
西
方
」
と
い
う
方
角
に
つ
い
て
、『
安
楽
集
』
第
六
大
門
第
二
で
は
、
太
陽
の
出
没
を
生
死
と
関
連
さ
せ
、
一
心
に
西
方
へ
身
心
を
向
け
る
よ
う
に
勧
め
て
い
る
。
閻
浮
提
に
は
日
出
の
処
を
ば
生
と
名
け
、
没
す
る
処
を
ば
死
と
名
く
と
云
う
を
以
て
、
死
地
に
藉
れ
ば
、
神
明
の
趣
入
、
其
の
相
助
便
な
り
。
是
の
故
に
法
蔵
菩
薩
、
願
じ
て
成
仏
し
、
西
に
在
り
て
衆
生
を
悲
接
し
た
ま
う
。
座
観
礼
念
等
に
由
る
に
、
面
を
仏
に
向
く
る
者
は
、
是
世
の
礼
儀
に
随
う
な
り
。
若
し
是
聖
人
な
ら
ば
飛
報
自
在
な
る
こ
と
を
得
て
方
所
を
弁
ぜ
ず
。
但
凡
夫
の
人
は
、
身
心
相
随
う
。
若
し
余
方
に
向
は
ば
、
西
に
往
く
こ
と
必
ず
難
し
。
 
（『
真
聖
全
』
一
・
四
二
六
〜
四
二
七
頁
）
　
「
閻
浮
提
」
と
は
、
衆
生
が
住
む
世
界
を
指
し
、
日
出
を
生
、
日
没
を
死
と
名
づ
け
て
譬
え
を
用
い
る
。
日
出
は
東
の
方
角
を
指
し
、
日
没
は
西
の
方
角
を
指
す
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
道
綽
は
、
こ
の
譬
え
か
ら
西
の
方
角
に
依
る
理
由
を
、
法
蔵
菩
薩
の
誓
願
と
成
仏
と
に
よ
っ
て
、
衆
生
を
摂
取
す
る
た
め
に
報
わ
れ
て
建
立
さ
れ
た
国
土
が
あ
る
か
ら
だ
と
述
べ
る
。
ま
た
、
聖
者
は
自
在
に
飛
び
周
っ
て
様
々
な
所
へ
行
く
こ
と
が
で
き
る
が
、
凡
夫
の
心
の
あ
り
方
は
身
の
持
ち
よ
う
に
応
じ
る
た
め
、
西
方
以
外
の
方
向
に
身
が
向
け
ば
心
も
同
様
に
向
か
っ
て
し
ま
い
、
西
に
往
く
こ
と
は
必
ず
困
難
極
ま
る
、
と
凡
夫
の
相
を
表
す
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
道
綽
は
、
凡
夫
に
対
し
て
一
心
に
西
方
へ
身
心
を
向
け
る
こ
と
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
　
そ
の
法
蔵
菩
薩
が
建
立
し
た
西
方
浄
土
に
つ
い
て
、『
安
楽
集
』
第
一
大
門
第
七
で
報
仏
報
土
と
、
次
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
る
。一
に
は
真
従
り
報
を
垂
る
る
を
名
け
て
報
土
と
為
す
。
猶
し
日
光
の
四
天
下
を
照
ら
す
が
如
し
。
法
身
は
日
の
如
く
、
報
化
は
光
の
如
し
。 
（『
真
聖
全
』
一
・
三
八
五
頁
）
　
報
仏
報
土
を
日
・
光
に
譬
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
常
に
阿
弥
陀
仏
の
は
た
ら
き
が
衆
生
を
照
射
し
て
い
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。
阿
弥
陀
仏
が
住
し
て
い
る
西
方
浄
土
は
、
四
天
下
（
須
弥
山
を
囲
む
四
方
の
大
陸
）
に
住
す
る
衆
生
を
照
ら
し
続
け
、
法
身
は
太
陽
の
よ
う
に
、
報
身
・
化
身
は
光
の
よ
う
に
照
射
す
る
の
で
あ
る
。
　
し
た
が
っ
て
、
道
綽
が
一
切
衆
生
に
対
し
て
「
西
に
帰
す
」
こ
と
を
勧
め
る
の
は
、
西
方
が
一
切
衆
生
を
迎
え
取
ら
ん
と
す
る
願
い
に
報
わ
れ
た
国
土
に
帰
依
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
国
55
土
に
帰
依
す
れ
ば
、
悪
知
識
に
退
転
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
修
道
が
実
現
す
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
凡
夫
は
如
何
様
に
も
身
や
心
に
応
じ
て
他
所
へ
向
く
存
在
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
道
綽
は
、
一
心
に
浄
土
が
あ
る
「
西
に
帰
す
」
こ
と
を
勧
め
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
阿
弥
陀
仏
の
光
と
い
う
衆
生
の
思
い
を
超
え
た
は
た
ら
き
に
照
射
さ
れ
る
こ
と
で
、
一
切
衆
生
は
自
身
の
あ
り
方
に
気
づ
き
、
仏
道
を
修
し
て
い
く
方
向
性
が
定
ま
る
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
　
本
論
は
、『
安
楽
集
』
第
十
一
大
門
第
一
所
引
の
『
法
句
経
』
に
説
示
さ
れ
る
五
つ
の
譬
喩
を
通
し
て
『
法
句
経
』
引
用
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
し
、
道
綽
の
善
知
識
観
を
検
討
し
て
き
た
。
　
ま
ず
、
こ
れ
ら
を
通
す
と
、『
法
句
経
』
で
説
示
さ
れ
る
「
善
知
識
」
と
は
、
諸
仏
と
し
て
、
阿
弥
陀
仏
の
大
悲
や
易
行
道
を
勧
め
て
衆
生
に
菩
提
心
を
増
長
さ
せ
る
面
と
仏
道
を
開
示
す
る
面
の
二
側
面
を
も
つ
存
在
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
と
了
解
で
き
る
。
つ
ま
り
、『
法
句
経
』
に
説
示
さ
れ
る
善
知
識
は
、
通
仏
教
的
な
定
義
を
表
現
す
る
の
で
は
な
く
、
諸
仏
と
し
て
阿
弥
陀
仏
を
周
知
す
る
存
在
、
ま
た
は
衆
生
を
浄
土
門
へ
と
導
く
存
在
で
あ
る
と
述
べ
た
。
　
次
に
、「
西
に
帰
す
」
こ
と
が
善
知
識
及
び
一
切
衆
生
の
拠
り
所
と
す
る
基
軸
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。「
西
に
帰
す
」
意
義
を
、
『
安
楽
集
』
第
六
大
門
第
二
で
示
さ
れ
る
日
出
と
日
没
の
譬
え
に
確
か
め
、
衆
生
を
凡
夫
と
し
て
見
通
し
、
そ
の
者
た
ち
が
仏
道
を
成
就
す
る
に
は
、
法
蔵
菩
薩
が
建
立
し
た
浄
土
に
迎
え
取
る
世
界
に
一
心
に
向
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
述
べ
た
。
　
こ
れ
ら
を
通
し
て
、
筆
者
は
道
綽
が
善
知
識
を
論
じ
る
際
、
具
体
的
様
相
と
し
て
曇
鸞
が
想
起
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
道
綽
は
、
曇
鸞
と
い
う
西
方
願
生
者
と
の
出
あ
い
を
通
し
て
、
自
身
も
西
方
願
生
者
と
し
て
生
き
よ
う
と
決
断
し
た
。『
安
楽
集
』
第
四
大
門
第
一
で
往
生
者
の
嘉
瑞
を
述
べ
る
際
、
道
綽
は
曇
鸞
が
智
慧
浅
短
な
る
凡
夫
で
あ
る
と
い
う
様
相
を
表
現
し
、
西
方
願
生
者
と
し
て
生
き
る
凡
夫
を
描
き
出
し
て
い
る
。
曇
鸞
に
よ
っ
て
浄
土
教
へ
帰
依
し
た
道
綽
で
あ
る
か
ら
、
西
方
願
生
者
の
凡
夫
と
し
て
生
き
る
曇
鸞
を
通
し
て
、
善
知
識
と
い
う
存
在
も
確
知
し
た
と
考
え
る
。
註
小
笠
原
宣
秀
「
中
国
浄
土
教
に
お
け
る
善
知
識
」（『
真
宗
研
究
』
第
十
一
輯
・
真
宗
連
合
学
会
・
一
九
六
六
年
）
一
三
〇
〜
一
三
一
頁
参
照
。
「
同
前
」
一
三
五
〜
一
三
六
頁
『
安
楽
集
』
に
は
「
善
知
識
」
と
い
う
語
が
、
三
九
八
頁
、
四
〇
〇
頁
、
四
〇
一
頁
、
四
一
六
頁
、
四
一
七
頁
、
四
三
六
頁
に
確
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）
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し
た
が
っ
て
、「
西
に
帰
す
」
と
い
う
こ
と
は
、
阿
弥
陀
仏
の
清
浄
な
る
国
土
を
拠
り
処
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
一
度
で
も
悪
業
無
き
場
所
に
往
生
す
れ
ば
、
阿
弥
陀
仏
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
、
退
転
す
る
こ
と
に
怯
え
ず
自
然
に
修
道
す
る
の
で
あ
る
。
　
ま
た
、「
西
方
」
と
い
う
方
角
に
つ
い
て
、『
安
楽
集
』
第
六
大
門
第
二
で
は
、
太
陽
の
出
没
を
生
死
と
関
連
さ
せ
、
一
心
に
西
方
へ
身
心
を
向
け
る
よ
う
に
勧
め
て
い
る
。
閻
浮
提
に
は
日
出
の
処
を
ば
生
と
名
け
、
没
す
る
処
を
ば
死
と
名
く
と
云
う
を
以
て
、
死
地
に
藉
れ
ば
、
神
明
の
趣
入
、
其
の
相
助
便
な
り
。
是
の
故
に
法
蔵
菩
薩
、
願
じ
て
成
仏
し
、
西
に
在
り
て
衆
生
を
悲
接
し
た
ま
う
。
座
観
礼
念
等
に
由
る
に
、
面
を
仏
に
向
く
る
者
は
、
是
世
の
礼
儀
に
随
う
な
り
。
若
し
是
聖
人
な
ら
ば
飛
報
自
在
な
る
こ
と
を
得
て
方
所
を
弁
ぜ
ず
。
但
凡
夫
の
人
は
、
身
心
相
随
う
。
若
し
余
方
に
向
は
ば
、
西
に
往
く
こ
と
必
ず
難
し
。
 
（『
真
聖
全
』
一
・
四
二
六
〜
四
二
七
頁
）
　
「
閻
浮
提
」
と
は
、
衆
生
が
住
む
世
界
を
指
し
、
日
出
を
生
、
日
没
を
死
と
名
づ
け
て
譬
え
を
用
い
る
。
日
出
は
東
の
方
角
を
指
し
、
日
没
は
西
の
方
角
を
指
す
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
道
綽
は
、
こ
の
譬
え
か
ら
西
の
方
角
に
依
る
理
由
を
、
法
蔵
菩
薩
の
誓
願
と
成
仏
と
に
よ
っ
て
、
衆
生
を
摂
取
す
る
た
め
に
報
わ
れ
て
建
立
さ
れ
た
国
土
が
あ
る
か
ら
だ
と
述
べ
る
。
ま
た
、
聖
者
は
自
在
に
飛
び
周
っ
て
様
々
な
所
へ
行
く
こ
と
が
で
き
る
が
、
凡
夫
の
心
の
あ
り
方
は
身
の
持
ち
よ
う
に
応
じ
る
た
め
、
西
方
以
外
の
方
向
に
身
が
向
け
ば
心
も
同
様
に
向
か
っ
て
し
ま
い
、
西
に
往
く
こ
と
は
必
ず
困
難
極
ま
る
、
と
凡
夫
の
相
を
表
す
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
道
綽
は
、
凡
夫
に
対
し
て
一
心
に
西
方
へ
身
心
を
向
け
る
こ
と
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
　
そ
の
法
蔵
菩
薩
が
建
立
し
た
西
方
浄
土
に
つ
い
て
、『
安
楽
集
』
第
一
大
門
第
七
で
報
仏
報
土
と
、
次
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
る
。一
に
は
真
従
り
報
を
垂
る
る
を
名
け
て
報
土
と
為
す
。
猶
し
日
光
の
四
天
下
を
照
ら
す
が
如
し
。
法
身
は
日
の
如
く
、
報
化
は
光
の
如
し
。 
（『
真
聖
全
』
一
・
三
八
五
頁
）
　
報
仏
報
土
を
日
・
光
に
譬
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
常
に
阿
弥
陀
仏
の
は
た
ら
き
が
衆
生
を
照
射
し
て
い
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。
阿
弥
陀
仏
が
住
し
て
い
る
西
方
浄
土
は
、
四
天
下
（
須
弥
山
を
囲
む
四
方
の
大
陸
）
に
住
す
る
衆
生
を
照
ら
し
続
け
、
法
身
は
太
陽
の
よ
う
に
、
報
身
・
化
身
は
光
の
よ
う
に
照
射
す
る
の
で
あ
る
。
　
し
た
が
っ
て
、
道
綽
が
一
切
衆
生
に
対
し
て
「
西
に
帰
す
」
こ
と
を
勧
め
る
の
は
、
西
方
が
一
切
衆
生
を
迎
え
取
ら
ん
と
す
る
願
い
に
報
わ
れ
た
国
土
に
帰
依
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
国
55
土
に
帰
依
す
れ
ば
、
悪
知
識
に
退
転
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
修
道
が
実
現
す
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
凡
夫
は
如
何
様
に
も
身
や
心
に
応
じ
て
他
所
へ
向
く
存
在
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
道
綽
は
、
一
心
に
浄
土
が
あ
る
「
西
に
帰
す
」
こ
と
を
勧
め
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
阿
弥
陀
仏
の
光
と
い
う
衆
生
の
思
い
を
超
え
た
は
た
ら
き
に
照
射
さ
れ
る
こ
と
で
、
一
切
衆
生
は
自
身
の
あ
り
方
に
気
づ
き
、
仏
道
を
修
し
て
い
く
方
向
性
が
定
ま
る
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
　
本
論
は
、『
安
楽
集
』
第
十
一
大
門
第
一
所
引
の
『
法
句
経
』
に
説
示
さ
れ
る
五
つ
の
譬
喩
を
通
し
て
『
法
句
経
』
引
用
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
し
、
道
綽
の
善
知
識
観
を
検
討
し
て
き
た
。
　
ま
ず
、
こ
れ
ら
を
通
す
と
、『
法
句
経
』
で
説
示
さ
れ
る
「
善
知
識
」
と
は
、
諸
仏
と
し
て
、
阿
弥
陀
仏
の
大
悲
や
易
行
道
を
勧
め
て
衆
生
に
菩
提
心
を
増
長
さ
せ
る
面
と
仏
道
を
開
示
す
る
面
の
二
側
面
を
も
つ
存
在
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
と
了
解
で
き
る
。
つ
ま
り
、『
法
句
経
』
に
説
示
さ
れ
る
善
知
識
は
、
通
仏
教
的
な
定
義
を
表
現
す
る
の
で
は
な
く
、
諸
仏
と
し
て
阿
弥
陀
仏
を
周
知
す
る
存
在
、
ま
た
は
衆
生
を
浄
土
門
へ
と
導
く
存
在
で
あ
る
と
述
べ
た
。
　
次
に
、「
西
に
帰
す
」
こ
と
が
善
知
識
及
び
一
切
衆
生
の
拠
り
所
と
す
る
基
軸
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。「
西
に
帰
す
」
意
義
を
、
『
安
楽
集
』
第
六
大
門
第
二
で
示
さ
れ
る
日
出
と
日
没
の
譬
え
に
確
か
め
、
衆
生
を
凡
夫
と
し
て
見
通
し
、
そ
の
者
た
ち
が
仏
道
を
成
就
す
る
に
は
、
法
蔵
菩
薩
が
建
立
し
た
浄
土
に
迎
え
取
る
世
界
に
一
心
に
向
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
述
べ
た
。
　
こ
れ
ら
を
通
し
て
、
筆
者
は
道
綽
が
善
知
識
を
論
じ
る
際
、
具
体
的
様
相
と
し
て
曇
鸞
が
想
起
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
道
綽
は
、
曇
鸞
と
い
う
西
方
願
生
者
と
の
出
あ
い
を
通
し
て
、
自
身
も
西
方
願
生
者
と
し
て
生
き
よ
う
と
決
断
し
た
。『
安
楽
集
』
第
四
大
門
第
一
で
往
生
者
の
嘉
瑞
を
述
べ
る
際
、
道
綽
は
曇
鸞
が
智
慧
浅
短
な
る
凡
夫
で
あ
る
と
い
う
様
相
を
表
現
し
、
西
方
願
生
者
と
し
て
生
き
る
凡
夫
を
描
き
出
し
て
い
る
。
曇
鸞
に
よ
っ
て
浄
土
教
へ
帰
依
し
た
道
綽
で
あ
る
か
ら
、
西
方
願
生
者
の
凡
夫
と
し
て
生
き
る
曇
鸞
を
通
し
て
、
善
知
識
と
い
う
存
在
も
確
知
し
た
と
考
え
る
。
註
小
笠
原
宣
秀
「
中
国
浄
土
教
に
お
け
る
善
知
識
」（『
真
宗
研
究
』
第
十
一
輯
・
真
宗
連
合
学
会
・
一
九
六
六
年
）
一
三
〇
〜
一
三
一
頁
参
照
。
「
同
前
」
一
三
五
〜
一
三
六
頁
『
安
楽
集
』
に
は
「
善
知
識
」
と
い
う
語
が
、
三
九
八
頁
、
四
〇
〇
頁
、
四
〇
一
頁
、
四
一
六
頁
、
四
一
七
頁
、
四
三
六
頁
に
確
（
）
10
（
）
1
（
）
2
（
）
3
56
認
で
き
、
四
一
一
頁
に
は
、「
知
識
の
比
丘
」「
善
友
」
と
い
っ
た
善
知
識
に
属
す
る
語
が
見
ら
れ
る
。（
頁
数
は
『
真
聖
全
』
一
に
当
た
る
。）
木
村
宣
彰
『
安
楽
集
講
要
』・
二
〇
二
頁
杉
山
裕
俊
「
道
綽
『
安
楽
集
』
所
説
の
「
善
知
識
」
に
つ
い
て
」（『
大
正
大
学
大
学
院
論
集
』
三
四
号
・
大
正
大
学
・
二
〇
一
〇
年
）
で
、「
衆
生
の
与
に
善
知
識
と
作
る
」
の
付
言
つ
い
て
言
及
し
て
お
り
、「
第
十
一
大
門
の
冒
頭
を
み
る
と
、（
中
略
）「
一
切
衆
生
に
勧
む
」
を
根
拠
と
す
れ
ば
、
先
の
道
綽
が
付
加
し
た
一
文
の
主
語
も
や
は
り
「
一
切
衆
生
」
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
指
摘
し
て
お
り
、
筆
者
も
氏
の
見
解
に
賛
同
し
た
。
柏
原
祐
義
は
、『
真
宗
通
解
全
書
』
第
二
に
お
い
て
、「
ま
た
善
知
識
と
は
こ
れ
汝
が
現
に
乗
せ
て
頂
い
て
を
る
大
願
の
船
を
指
す
」（
四
三
六
頁
）
と
了
解
す
る
。
『
真
聖
全
』
一
・
四
三
六
頁
『
真
聖
全
』
一
・
四
一
六
〜
四
一
七
頁
『
真
聖
全
』
一
・
四
一
頁
旧
稿
「
道
綽
の
善
知
識
観
」
に
お
い
て
、『
安
楽
集
』
第
十
一
大
門
第
一
の
善
知
識
論
を
考
察
し
、『
安
楽
集
』
第
四
大
門
第
一
と
対
応
さ
せ
る
こ
と
で
、「
西
方
願
生
者
と
し
て
生
き
る
凡
夫
」
と
い
う
曇
鸞
の
様
相
か
ら
、
善
知
識
と
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
唯
一
人
の
善
知
識
と
定
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
論
じ
た
。
【
凡
例
】
一
、
名
称
は
以
下
の
よ
う
に
略
称
す
。
　
　『
真
宗
聖
教
全
書
』
↓
『
真
聖
全
』
　
　『
大
正
新
脩
大
藏
経
』
↓
『
大
正
蔵
』
一
、
敬
称
は
省
略
す
。
【
参
考
文
献
】
・
江
上
浄
信
「
善
知
識
の
意
義
」（『
親
鸞
教
学
』
第
六
一
号
・
親
鸞
教
学
編
集
部
・
一
九
九
三
年
）
・
小
笠
原
宣
秀
「
中
国
浄
土
教
に
お
け
る
善
知
識
」（『
真
宗
研
究
』
第
十
一
輯
・
真
宗
連
合
学
会
・
一
九
六
六
年
）
・
金
子
大
栄
「
諸
仏
と
善
知
識
│
│
二
部
作
「
教
行
信
証
」
│
三
│
」
（『
親
鸞
教
学
』
第
八
号
・
親
鸞
教
学
編
集
部
・
一
九
六
六
年
）
・
川
添
泰
信
「
親
鸞
浄
土
教
に
お
け
る
善
知
識
の
問
題
㈠
」（『
真
宗
学
』
第
一
二
九
、
一
三
〇
号
・
龍
谷
大
学
真
宗
学
会
・
二
〇
一
四
年
）
・
木
村
宣
彰
『
安
楽
集
講
要
』（
東
本
願
寺
出
版
部
・
二
〇
一
八
年
）
・
黒
田
義
道
「
真
門
釈
に
お
け
る
善
知
識
に
つ
い
て
」（『
宗
学
院
論
集
』
第
八
三
号
・
宗
学
院
・
二
〇
一
一
年
）
・
香
月
院
深
励
『
安
楽
集
講
義
』
全
六
巻
（
西
村
九
郎
右
衛
門
・
一
九
一
二
年
）
・
杉
山
裕
俊
「
道
綽
『
安
楽
集
』
所
説
の
「
善
知
識
」
に
つ
い
て
」
（『
大
正
大
学
大
学
院
論
集
』三
四
号
・
大
正
大
学
・
二
〇
一
〇
年
）
・
武
田
晋
「
親
鸞
の
善
知
識
観
」（『
真
宗
学
』
第
一
〇
五
、
一
〇
六
号
・
龍
谷
大
学
真
宗
学
会
・
二
〇
〇
二
年
）
・
那
須
公
昭
「
道
綽
禅
師
の
西
方
浄
土
思
想
│
方
処
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
│
」（『
宗
学
院
論
集
』
第
八
四
号
・
宗
学
院
・
二
〇
一
二
年
）
・
平
原
晃
宗
「
化
身
土
巻
」
善
知
識
釈
試
解
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
（
）
4
（
）
5
（
）
6
（
）
7
（
）
8
（
）
9
（
）
10
57
究
』
第
五
〇
巻
第
一
号
・
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
・
二
〇
〇
一
年
）
・
マ
イ
ケ
ル
・
コ
ン
ウ
ェ
イ
「
道
綽
教
学
に
お
け
る
本
願
の
思
想
」
（『
大
谷
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
』
第
二
五
号
・
大
谷
大
学
・
二
〇
〇
八
年
）
・
マ
イ
ケ
ル
・
コ
ン
ウ
ェ
イ
「
道
綽
の
回
心
に
関
す
る
一
考
察
│
同
朋
の
発
見
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
仏
道
│
」（『
眞
宗
研
究
』
第
五
十
三
輯
・
真
宗
連
合
学
会
・
二
〇
〇
九
年
）
・
マ
イ
ケ
ル
・
コ
ン
ウ
ェ
イ
「『
安
楽
集
』
に
お
け
る
曇
鸞
教
学
の
受
用
と
展
開
│
行
と
信
の
展
開
を
中
心
に
ー
」（『
真
宗
教
学
研
究
』
第
二
九
号
・
真
宗
教
学
学
会
・
二
〇
〇
八
年
）
・
三
明
智
彰
「
真
実
の
善
知
識
│
善
知
識
釈
を
中
心
と
し
て
│
」（『
親
鸞
教
学
』
第
四
九
号
・
真
宗
教
学
学
会
・
一
九
八
七
年
）
・
山
本
佛
骨
『
道
綽
教
学
の
研
究
』（
永
田
文
昌
堂
・
一
九
五
九
年
）
56
認
で
き
、
四
一
一
頁
に
は
、「
知
識
の
比
丘
」「
善
友
」
と
い
っ
た
善
知
識
に
属
す
る
語
が
見
ら
れ
る
。（
頁
数
は
『
真
聖
全
』
一
に
当
た
る
。）
木
村
宣
彰
『
安
楽
集
講
要
』・
二
〇
二
頁
杉
山
裕
俊
「
道
綽
『
安
楽
集
』
所
説
の
「
善
知
識
」
に
つ
い
て
」（『
大
正
大
学
大
学
院
論
集
』
三
四
号
・
大
正
大
学
・
二
〇
一
〇
年
）
で
、「
衆
生
の
与
に
善
知
識
と
作
る
」
の
付
言
つ
い
て
言
及
し
て
お
り
、「
第
十
一
大
門
の
冒
頭
を
み
る
と
、（
中
略
）「
一
切
衆
生
に
勧
む
」
を
根
拠
と
す
れ
ば
、
先
の
道
綽
が
付
加
し
た
一
文
の
主
語
も
や
は
り
「
一
切
衆
生
」
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
指
摘
し
て
お
り
、
筆
者
も
氏
の
見
解
に
賛
同
し
た
。
柏
原
祐
義
は
、『
真
宗
通
解
全
書
』
第
二
に
お
い
て
、「
ま
た
善
知
識
と
は
こ
れ
汝
が
現
に
乗
せ
て
頂
い
て
を
る
大
願
の
船
を
指
す
」（
四
三
六
頁
）
と
了
解
す
る
。
『
真
聖
全
』
一
・
四
三
六
頁
『
真
聖
全
』
一
・
四
一
六
〜
四
一
七
頁
『
真
聖
全
』
一
・
四
一
頁
旧
稿
「
道
綽
の
善
知
識
観
」
に
お
い
て
、『
安
楽
集
』
第
十
一
大
門
第
一
の
善
知
識
論
を
考
察
し
、『
安
楽
集
』
第
四
大
門
第
一
と
対
応
さ
せ
る
こ
と
で
、「
西
方
願
生
者
と
し
て
生
き
る
凡
夫
」
と
い
う
曇
鸞
の
様
相
か
ら
、
善
知
識
と
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
唯
一
人
の
善
知
識
と
定
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
論
じ
た
。
【
凡
例
】
一
、
名
称
は
以
下
の
よ
う
に
略
称
す
。
　
　『
真
宗
聖
教
全
書
』
↓
『
真
聖
全
』
　
　『
大
正
新
脩
大
藏
経
』
↓
『
大
正
蔵
』
一
、
敬
称
は
省
略
す
。
【
参
考
文
献
】
・
江
上
浄
信
「
善
知
識
の
意
義
」（『
親
鸞
教
学
』
第
六
一
号
・
親
鸞
教
学
編
集
部
・
一
九
九
三
年
）
・
小
笠
原
宣
秀
「
中
国
浄
土
教
に
お
け
る
善
知
識
」（『
真
宗
研
究
』
第
十
一
輯
・
真
宗
連
合
学
会
・
一
九
六
六
年
）
・
金
子
大
栄
「
諸
仏
と
善
知
識
│
│
二
部
作
「
教
行
信
証
」
│
三
│
」
（『
親
鸞
教
学
』
第
八
号
・
親
鸞
教
学
編
集
部
・
一
九
六
六
年
）
・
川
添
泰
信
「
親
鸞
浄
土
教
に
お
け
る
善
知
識
の
問
題
㈠
」（『
真
宗
学
』
第
一
二
九
、
一
三
〇
号
・
龍
谷
大
学
真
宗
学
会
・
二
〇
一
四
年
）
・
木
村
宣
彰
『
安
楽
集
講
要
』（
東
本
願
寺
出
版
部
・
二
〇
一
八
年
）
・
黒
田
義
道
「
真
門
釈
に
お
け
る
善
知
識
に
つ
い
て
」（『
宗
学
院
論
集
』
第
八
三
号
・
宗
学
院
・
二
〇
一
一
年
）
・
香
月
院
深
励
『
安
楽
集
講
義
』
全
六
巻
（
西
村
九
郎
右
衛
門
・
一
九
一
二
年
）
・
杉
山
裕
俊
「
道
綽
『
安
楽
集
』
所
説
の
「
善
知
識
」
に
つ
い
て
」
（『
大
正
大
学
大
学
院
論
集
』三
四
号
・
大
正
大
学
・
二
〇
一
〇
年
）
・
武
田
晋
「
親
鸞
の
善
知
識
観
」（『
真
宗
学
』
第
一
〇
五
、
一
〇
六
号
・
龍
谷
大
学
真
宗
学
会
・
二
〇
〇
二
年
）
・
那
須
公
昭
「
道
綽
禅
師
の
西
方
浄
土
思
想
│
方
処
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
│
」（『
宗
学
院
論
集
』
第
八
四
号
・
宗
学
院
・
二
〇
一
二
年
）
・
平
原
晃
宗
「
化
身
土
巻
」
善
知
識
釈
試
解
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
（
）
4
（
）
5
（
）
6
（
）
7
（
）
8
（
）
9
（
）
10
57
究
』
第
五
〇
巻
第
一
号
・
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
・
二
〇
〇
一
年
）
・
マ
イ
ケ
ル
・
コ
ン
ウ
ェ
イ
「
道
綽
教
学
に
お
け
る
本
願
の
思
想
」
（『
大
谷
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
』
第
二
五
号
・
大
谷
大
学
・
二
〇
〇
八
年
）
・
マ
イ
ケ
ル
・
コ
ン
ウ
ェ
イ
「
道
綽
の
回
心
に
関
す
る
一
考
察
│
同
朋
の
発
見
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
仏
道
│
」（『
眞
宗
研
究
』
第
五
十
三
輯
・
真
宗
連
合
学
会
・
二
〇
〇
九
年
）
・
マ
イ
ケ
ル
・
コ
ン
ウ
ェ
イ
「『
安
楽
集
』
に
お
け
る
曇
鸞
教
学
の
受
用
と
展
開
│
行
と
信
の
展
開
を
中
心
に
ー
」（『
真
宗
教
学
研
究
』
第
二
九
号
・
真
宗
教
学
学
会
・
二
〇
〇
八
年
）
・
三
明
智
彰
「
真
実
の
善
知
識
│
善
知
識
釈
を
中
心
と
し
て
│
」（『
親
鸞
教
学
』
第
四
九
号
・
真
宗
教
学
学
会
・
一
九
八
七
年
）
・
山
本
佛
骨
『
道
綽
教
学
の
研
究
』（
永
田
文
昌
堂
・
一
九
五
九
年
）
